
令和4年度　生活衛生関係営業のデジタル化推進に向けた
モデル事例の開発実施及び効果検証等事業

生活衛生関係営業向け

デジタル化推進の手引き
＜基礎編＞
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　0　人事・勤怠管理ツール
人事・勤怠管理ツールの概要と種類
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　1　IT 導入補助金の申請方法と活用のポイント��
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デジタル化を巡る現状と動向、課題

●生活衛生関係営業では営業規模が小さいことも多く、売上向上とコスト
削減を求めることが必要です。
●また、お客さまの利便性だけでなく従業員の満足も求める必要があります。
●上記の課題もデジタル化を推進すると解決する可能性があります。
●営業スタイルや規模などの状況に応じて業務のデジタル化に優先順位を
つけ、必要なツール等の導入を検討しましょう。

●フロント業務では、セルフオーダーやキャッシュレ
ス決済などお客様も利便性を得られるツールが多く
あります。
●事務作業などのバックヤード業務では、FAXのデ
ジタル化、勤怠管理や給与計算など効率化を求めら
れるツールが多くあります。

σジλϧԽʹ͚ͯ޲

σジλϧԽͰͰ͖Δ͜ͱ

●日本において人口減少・高齢化が進展するなかで経済成長を実現するに
は、生産性向上が不可欠であり、そのためにはデジタルトランスフォーメー
ション（DX）が重要です。
●DXの本質は、ITシステムのみならず企業文化（固定観念）を変革し、
事業環境の変化に迅速に適応し続けることです。生活衛生関係営業も事
業環境の変化への適応のためデジタル化は必須と言えます。

σジλϧԽͷํ͑ߟ
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デジタル化͕ඞཁͳཧ༝

ܭԽͷਪҠͱকདྷਪྸߴ

ʢग़యʣ಺ֳ෎ʢ2�22ʣʮྩ࿨ � ೥൛ࣾྸߴձനॻʯ

˙生࢈年ྸਓޱのݮগ
少子高齢化の進行により、我が国の生産年齢人口（15～ 64歳）は1995 年をピーク
に減少しており、2050 年には5,275万人（2021年から29.2％減）に減少すると見
込まれています。生産年齢人口の減少により、労働力の不足、国内需要の減少による経
済規模の縮小など様々な社会的・経済的課題の深刻化が懸念され、人手不足を解消する
ために従業員の労働生産性を向上させる店舗づくりや運営が急務になっています。
近年では、労働者不足によって店舗運営の支障や商品・サービスレベルの低下をもたら
し、特に生活衛生関係営業をはじめとする店舗系企業の深刻な問題となっています。

΋·͢·͢ਓखෆ଍ޙࠓ
ʹഥं͕͔͔Γͦ͏ͩŋŋŋ
͍·ͷ͏ͪʹͳΜͱ͔͠
ͳ͍ͱŋŋŋ
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デジタル化の՝୊΍ཹҙ఺

˙デジタル化の՝୊
小規模事業者にとって、デジタル化を推進するうえで重要なのが「マインドセット」
です。経営者をはじめ従業員がマインドセットを持つことで、実効性の高いデジタル
化の推進ができるのです。
次に、デジタル化を推進していくための「サービス変革」が課題になってきます。
コロナ禍で非接触を求められるようになるとサービス自体も変えていかなければなり
ません。いかにサービスの質を落とさずに提供できるか、まさにサービスの変革が求
められます。
デジタル化を継続していくには予算を確保することが課題になります。

˙デジタル化のཹҙ఺
デジタル化を推進していくうえで、従業員教育などこれまで力を入れてこなかったこ
とにもチャレンジする必要が出てきます。ツールの扱いや、ツールを扱ううえでのルー
ルづくりなどをよく検討する必要があります。

σジλϧԽ͸ै
ҭ΋ॏཁڭһۀ
ʹͳΓ·͢
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˙՝୊ղܾのํ向
経営や業務の課題は、①外部（顧客、他社、仕入先、技術進化・・）、②内部（社員、
スキル、業務フロー、設備・・）に潜んでいます。ご自身の店舗が「どのようなお店
になりたいか？」「お客様にどのような体験をして欲しいか」といった経営全体を俯瞰
する視座から、店舗の経営課題を検討します。
近年のデジタル技術の革新により、問題解決のレベルや幅が広がっているだけでな
く導入コストも低下し、デジタル導入環境の整備が急速に進んでいます。ご自身の店
舗経営に対する「こだわりや想い」を実現するには店舗のデジタル化が不可欠な社会
へと変化しています。
デジタル導入が進まない理由として、デジタル人材の不足があげられます。外部委
託も有効である一方、店内スタッフの人材（役職や年齢ではなく、各業務に精通して
いる幅広い人材）育成の取組が注目されています。
デジタルの導入コストを検討する上では、公的な補助金や助成金等の活用が有効で
す。申請は手順を踏めば難しいものではなく、本紙最終章⑪「IT 導入補助金の申請方
法と活用のポイント」をご参照の上、積極的にチャレンジしてみて下さい。

˙デジタル化のಋೖϝϦοτ
ペーパーレス化による業務の効率化や、キャッシュレス決済導入で現金を扱わない
ことによるリスク回避など多くのメリットがあります。
その結果、人件費の抑制や資金繰りの改善も可能になります。
デジタルが得意で好きな従業員に積極的にデジタル化を推進することを業務として
任せてみることもよいでしょう。新たな顧客獲得や省力化のアイデアが出てくるなど
従業員の働くモチベーションアップにもつながります。

੷ʹ௚接͔͔ΘΔۀ
ϝϦット΋͋Γ·͢ɻ

՝୊ղܾのํ向ɺಋೖϝϦοτ�
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ͷօ͞·ʹཧղ͓͍ͯͯ͠΄͍͠ϗーϜϖージͷॏཁੑऀۀࣄ
ͱ഑ྀɾ׆༻͢΂͖ϙΠϯトɺ୅දతͳ̨̨̣ͷಛ௕ͱͦΕΛ
͢·๏ʹ͍ͭͯ঺հ͠ํ͔͢׆

ホームページとSNSの効果的な活用

●ホームページにおいて大切なポイントやＳＮＳなどの外部サービスの活用
方法を紹介します。
●ＳＮＳの利用者層や発信できるデータの特性を理解し、自店で利用する
ならどのＳＮＳが向いているかを考えてみましょう。
●さらに外部サービスとして、アクセス解析ツール、予約・比較サイト、オ
ンライン広告の概要も理解しましょう。

●ホームページはネット上の存在証明であり、信頼性
を高めるうえで重要です。
●ホームページで必要な要素・クリアすべき課題を
チェックリストで確認します。
●ホームページを見る人の立場で、お店の情報を最大
限アピールすることを考えます。そのうえで、ＳＮＳ
やアクセス解析、予約・比較サイトなど外部サービ
スもホームページに活用します。

●ＳＮＳによって消費行動が大きく変わりました。
●ＳＮＳを活用するために覚えておくべき点を紹介します。
●代表的なＳＮＳの利用者層や発信できるデータの特性を紹介し、どう活
用したらよいかを説明します。
●オンライン広告の特徴、どのようなメリットがあるかを紹介します。

σジλϧԽʹ͚ͯ޲

ϗーϜϖージͷॏཁੑͱϙΠϯト

୅දతͳ̨̨̣ͷಛ௕ͱͦΕΛํ͔͢׆๏
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ホームページを持たない理由は
・ITに詳しい人がいない・更新する人がいない
・ホームページにお金をかける必要を感じない
・ＳＮＳがあるから必要ない
・グルメサイト・旅行サイトに出店してるから不要

など、様々です。
確かに、来店者は顔見知りだけで十分儲かっているとか、
来店者がパソコンもスマホも使わない、予約や問合せは現状
のままで十分であれば必要ないかもしれません。
しかし・・・

ϗʔϜϖʔジの効果తͳ活༻のํ͑ߟ

˙ϗʔϜϖʔジ͸ඞཁͳ͍ʁ
総務省の調査では、常用雇用者100 名以上の企業の90.1％が自社のホームペー
ジを保有しています。中小企業でも保有率は増えているものの、生衛業においてはホー
ムページを持っていない事業者も数多く見受けられます。

ϗーϜϖージ։ઃঢ়گͷਪҠʢۀ࢈෼ྨผʣ

ʢग़యʣ૯຿লʮྩ࿨ 2 ೥౓௨৴ར༻ಈ޲ௐࠪʯ

　効果的なホームページの運用

˒ϗーϜϖージ͸͓ళͷωット্ͷଘ໌ূࡏͰ͋ΓɺϦΞϧ
ళฮͱ྆ྠΛ੒͢΋ͷͰ͢

˒ਓ֬ࡐอͷ͏͑Ͱ΋ϗーϜϖージͷͳ͍͓ళ͸ͦΕ͚ͩ
Ͱ৴པੑʹ͚ܽΔͱ൑அ͞Ε·͢

˒̨̨̣΍༧໿ൺֱαΠトΛ༗ޮ׆༻͢ΔͨΊʹ΋ϗーϜ
ϖージΛޮՌతʹར༻͠·͠ΐ͏
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˙ϗʔϜϖʔジΛνΣοΫ
　お店のホームページの状態をチェック☑してみましょう

˒νΣック߲໨͕ଟ͍ͷ͸ͦΕ͚ͩ՝୊͕ଟ͍ͱ͍͏͜ͱͰ͢
˒σβΠϯ্ ͋Δ͍͸γεςϜ্ͷཧ༝Ͱɺ͢΂ͯʹରԠͰ͖ͳ͍৔߹
΋͋Δͱ͍ࢥ·͕͢ɺ৽ن։ઃɾϦχϡーΞϧɾߋ৽ͷࡍʹɺͰ͖ͯ
͍ͳ͍߲໨ΛνΣック͠·͠ΐ͏

˒৽࡞ʹن੒͢Δ৔߹΋্هͷ߲໨ΛクϦΞ͢ΔΑ͏ʹ஫ҙ͠·͠ΐ͏

□　スマートフォンで表示すると見にくい・読めない

□　何カ月も更新していない・いつ更新したかわからない

□　どんなページがあるのか全体がわかりにくい

□　いまどこにいるか、次にどこにいけるか迷う

□　アクセス方法が住所だけ・地図などがない

□　問合せ先が記載されていない

□　メールや問合せフォームで連絡できない

□　情報がテキストでなく画像でつくられている

□　ＳＥＯ（検索エンジン最適化）対策がされていない

□　ＳＮＳや外部サービスと連携していない

□　アクセス解析ができるようになっていない
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˙開ઃ࣌ɾϦχϡʔΞル࣌に͑ߟΔ͜ͱ
˔タʔήοτͱ໨ඪΛ໌֬化
ホームページを誰に見てほしいか・何を見てほしいかをはっきりさせましょう
　　例）認知度を上げたい？　他店にない魅力を伝えたい？　予約に繋げたい？
　　　　問合せを増やしたい？

˔ͻͱΓΑ͕Γɺݟた໨ͩけのϗʔϜϖʔジに͠ͳ͍
お店のテイストや自分の好みは大切ですが、訪問するお客さまを想定して
デザインを見直しましょう
　　例）スマホで見て文字を大きめに・英語表記を少なく

˔͓ళのັྗΛΞϐʔル͠Α͏
SEO対策は最低限対応しましょう
自店ならではの売り・こだわりを伝えましょう
　　例）「○○が自慢」「産直野菜を使った～」「コンテスト優勝者の～」
商品やサービスから派生する情報も発信しましょう
　　例）最近の流行・近くの観光スポット・レシピ

˔ਓؾのϗʔϜϖʔジΛߟࢀに͠Α͏
類似店・競合店を検索して上位に出てくる人気のホームページを見て、
どんな情報をどんな方法で発信しているか参考にしましょう

ϗʔϜϖʔジ͔Βのू٬Λ࠷େ化͢ΔϙΠϯτ

2 5



˙̨̨̣΍֎෦αʔϏε΋活༻
˔ళฮ΁のΞΫηεΛΘ͔Γ΍͘͢఻͑Α͏
　ホームページ上に地図サービスの地図を埋め込みましょう
　Googleマイビジネスを使うと地図と営業情報と口コミをまとめて活用できます

˔ϥϯデΟϯάϖʔジΛͭͬ͘ ͯΈΑ͏
　ランディングページは、トップページとは別に、1ページで、お店やサービスの
　魅力を伝えるページのことです
　通販サイトなどを参考にして、チラシをつくる感覚でデザインするとよいでしょう
　ウェブ広告を出稿する際にはこのランディングページを利用できます

˔̨̨̣Λ࿈ಈͤ͞Α͏
　ホームページとＳＮＳを相互にリンクしましょう
　Twitter を組み込んで更新情報の代わりにすることもできます

˔ಈըαʔϏεΛར༻͠Α͏
　ページ上に動画を埋め込んでみましょう
　理容美容ではカットの技術、旅館やホテルなら部屋の様子や眺めの
　よさなど、動画ならではの魅力を伝えることが大切です

˔ࣗళΦϦジφルΞϓϦΛఏ͠ڙΑ͏
　ホームページをアプリ化することで、ポイントカードやクーポン配布でお得な情報
　を提供し、得意客を増やすことにつなげられます
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ॳʹϗーϜϖージͷશϖージʹλάΛຒΊ࠷˒
͹ɺͦΕҎ͑ߦΉख͕͔͔ؒΓ·͢ɻҰ౓ࠐ
߱͸์͓͍ͬͯͯ΋৘ใ͕஝ੵ͞Ε·͢

˒ແྉαーϏεͰ΋ɺे෼ͳ৘ใ͕ಘΒΕ·͢
ͱ࿈ಈͤ͞Δࠂ޿൒Ͱ঺հ͢ΔΦϯϥΠϯޙ˒
ͱޮࠂ޿Ռͷଌఆ΋Ͱ͖·͢

˙ΞΫηεղੳͱ͸
アクセス解析とは、ホームページにアクセスしてきた人が、いつ、どのサイトから来て、
ホームページ内のどのページをどのくらい見ていったという情報（アクセスログ）を記
録し、解析することです
ホームページのサーバに最初から入っているアクセス情報収集ツールもありますが、
より詳細な情報を取得するには外部サービスを利用します
代表的なものとして、Googleアナリティクス（Google）、忍者アクセス解析（忍者ツー
ルズ）、FC2アクセス解析（FC2）などが無料で利用できます

Googleアナリティクスの管理画面

ΞΫηεղੳͰར༻ऀのಛ௃Λ೺Ѳ͠Α͏

ݟ͸ͲͷϖージΛ݄ࠓ
ʹདྷͨਓ͕ଟ͍͔ɺͲ
ΜͳΩーϫードͰࡧݕ
͖͔ͯͨ͠Θ͔ΔͷͶ
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費用対効果を考えながらメリットを最大限利用
˒ແྉͰొ࿥͚͓ͩͯ͘͠ͷ΋༗ޮ
˒ಛఆͷ͚ͩؒظ༗ྉΦϓγϣϯΛ͏࢖ͳͲϝϦϋϦΛ͚ͭͯར༻
˒ൟ๩ظɾ平೔ɾγーζϯΦϑͳͲՁ֨Λਵ࣌ௐ੔
˒ϗーϜϖージͰͷ༧໿ͱ༧໿αΠトܦ༝ͷ༧໿Ͱ஋ஈΛม͑Δ

˙ϝϦοτɾデϝϦοτΛ೺Ѳ͠࠷େݶར༻
　ൺֱɾ༧໿αΠτΛར༻͢ΔϝϦοτ͸ʁ
　　●高い集客力
　　●評価と口コミ効果
　　●新型コロナウイルス感染症対策の行政支援利用
　　●自店ホームページで予約管理できない場合の代替利用

　たͩ͠ϝϦοτにͳΒͳ͍͜ͱ΋ɾɾɾ
　　●手数料・掲載料の費用対効果を確認しないと･･･　→　利益縮小
　　●代理店のいわれるままに設定し放置すると･･･　→　機会損失
　　●悪い評価・口コミなどに対応しないと･･･　→　イメージダウン

ൺֱɾ༧໿αΠτΛ্खにར༻͠Α͏

ແྉͰͰ͖ΔൣғͰ
ར༻͢Δ͔ɺख਺ྉ
Λ͔͚ޱコϛʹ΋ର
Ԡͯ͠ΨッπϦར༻
͢Δ͔͑ߟ·͠ΐ͏

2 8



�

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
と
S
N
S
の
効
果
的
な
活
用

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
と
S
N
S
の
効
果
的
な
活
用

4/4͕ফඅऀߦಈに༩͑たӨڹ

　SNSと広告の効果的な活用

˙4/4ͳΒͰ͸の効果Λཧղ͠Α͏
●口コミによる情報拡散ツール
●ユーザーの心の声を聞くことができる市場調査ツール
●顧客との絆を深めるコミュニケーションツール
●ファンが展開してくれるユーザーコンテンツ
●見た目重視の「映え」と何がきっかけになるかわから
ない「バズり」による短期集中の流行
●移り変わるユーザー層やサービスの多様化

˙"*%."͔Β"*4"4΁
●従来のテレビ・雑誌・チラシなどアナログ媒体から、SNSを介した個人によ
るデジタルな情報共有（シェア）が中心となりました。それに伴い、デジタル
情報によって購買を決定する新しい消費行動へシフトしています
●SNSの普及により幅広い年齢層の消費行動に無視できない影響力を持つよ
うになっています
●SNSが効果的に機能するかは発信する情報とターゲット次第ですが、無料
で利用できますから、期待しすぎず気楽に始めてみましょう

"
㇢ ㈈ ㈵ ㇹ ㈩ ㈵

UUFOUJPO
஫ҙΛ向けΔ

"
㇢ ㈈ ㈵ ㇹ ㈩ ㈵

UUFOUJPO
஫ҙΛ向けΔ

%
㈉ ㇣ ㇸ ㇤ ㇢

FTJSF
ཉ͍͠ͱ͏ࢥ

4
ㇷ ㉃ ㈃

FBSDI
検͢ࡧΔ

*
㇤ ㈵ ㈁ ㈮ ㇻ ㈊

OUFSFTU
ຯΛ࣋ͭڵ

*
㇤ ㈵ ㈁ ㈮ ㇻ ㈊

OUFSFTU
ຯΛ࣋ͭڵ

.
㈣ ㈤ ㈬ ㉃

FNPSZ
ग़͍͢ࢥ

"
㇢ ㇰ ㇹ ㈩ ㈵

DUJPO
ೖɾར༻͢Δߪ

"
㇢ ㇰ ㇹ ㈩ ㈵

DUJPO
ೖɾར༻͢Δߪ

4
ㇹ ㇧ ㇢

IBSF
༗͢Δڞ

従来の消費行動
（AIDMA)

ICT（SNS) を使った消費行動
（AISAS)

ैདྷͷπーϧҎ֎
ʹ஌ਓ΍༗໊ਓͷ
4/4 Λ௨ͯ͡஌Δ

Τϯジϯɾࡧݕ
4/4ɾޱコϛ
αΠトͰௐ΂Δ

ɾݧೖɾར༻ͨ͠ମߪ
コϛΛ4/4Ͱ֦ޱ
ࢄ

"

*

%

.

"

"

*

4

"

4
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4/4ΛΑΓ効果తに活༻͢ΔたΊに

ଓ͕ॏཁܧ˙
ϑΥϩϫʔ͸૿͑ͳͯ͘΋ؾに͠ͳ͍
●フォロワー数ではなくフォロワーの質が重要です
●最初は従業員や家族にフォローしてもらいましょう

ଓ͸ྗͳΓܧ
●なにより発信しなければ意味が無く、継続することで情報
が蓄積され、検索にひっかかるようになります
●誰も見てくれないと思っても止めず、根気よく続けましょう

๞͖ͤ͞ͳ͍たΊに発৴ऀɾ発৴಺༰の࣠Λͭ͘Δ
●発信者としての立場を明確に定めることで、語り口などキャ
ラクターをしっかり作り、軸がブレないようにしましょう
　（例：店長のつぶやき・マスコットキャラクターの声）
●書き込むテーマや周期を決めておきましょう

SNSはマラソン、ペースを決めて長く続ける
˒ແཧΛͤͣɺϞνϕーγϣϯΛҡ࣋Ͱ͖Δ͔
˒࣌ީɾझຯɾ෩ܠɾྲྀߦɾࠓ೔ͷ͓͢͢Ί౳ɺఆظత
ʹൃ৴Ͱ͖ΔςーϚΛܾΊΑ͏

˒ϑΥϩϫー΍ϝッηージ΁ͷレεϙϯε΋๨Εͣʹ

˙ཹҙ఺
ηϯγςΟϒͳςʔϚに͸ؾΛͭけΑ͏
●性別・世代・国籍・人種などに対する思い込みや偏見、政治・宗教など
に関する書込が批判されたり、個人の意見がお店や会社を代表する思想
信条と受け止められ、炎上騒ぎになることがあります
●炎上を過度に怖がる必要はありませんが、発信内容を従業員や家族など
にチェックしてもらいましょう
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4/4の֤αʔϏεのಛੑΛཧղ͠Α͏

˙4/4のϢʔβಛੑΛೝࣝͯ͠৘ใ発৴

5XJUUFS ͷϓϩϑΟーϧ؅ཧը໘

*OTUBHSBNͷ౤ߘը໘

4/4 Ϣーβಛੑ ৘ใಛੑ ൃ৴ϙΠϯト

Twitter
（ツイッター）

෯͍޿೥ྸ૚͕ར༻ɺಛ
ʹ1�ʙ2� ୅ͷ�एऀ
ͷར༻ස౓͕͍ߴ
಺."6ʢ݄ؒΞクςΟࠃ
ϒϢーβ਺ʣɿ�
���ສ
ਓ 	2�17�1�ʣɺੈքͰ
͸1೔ 2�� ԯਓ͕ར༻
ʢ2�22�7ʣ

・140 字のテキストメッ
セージ投稿・共有サービ
スで

・画像・動画なども発信可
能に

・リアルタイムで全世界に
発信・拡散可能

・法人用アカウントはない

・ハッシュタグ（#）で検索
されやすくしてHP（ホー
ムページ）に誘導

・HPへの埋め込みも可能

Instagram
（インスタグラム）

ಛʹ1� ʙ2� ୅ঁੑ͕
ଟ͘ར༻

�಺."6ɿࠃ����ສਓ
ʢ2�1���ʣɺੈքͰ͸
."61� ԯҎ্

・写真や動画を共有し評価
やコメントがもらえる

・Facebook と同じ運営
（Meta）で投稿も共有
可能

・最近は動画（リール）が
人気で投稿も増加

・プロフィールと写真への
コメントのみで細かい情
報発信は難しい

・ハッシュタグで検索しや
すくしてHPに誘導
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'BDFCPPL ͷϏジωεϖージͷ؅ཧը໘

-*/& ެࣜΞカ΢ϯトͷ؅ཧը໘

4/4 Ϣーβಛੑ ৘ใಛੑ ൃ৴ϙΠϯト

Facebook
（フェイスブック）

ެࣜʹ͸1ࡀ�Ҏ্Ͱ࣮
੍໊
2� ୅͔Β���୅ͷࣾձ
ਓ͕ଟ͍
ࠃ ಺ ."6ɿ2
���� ສ
ਓ�	2�17�1�ʣ
ੈք ."6ɿ2��� ԯ ਓ
ʢ2�22�7ʣ

・実名登録型で日記のよ
うな日付入りメッセージ
投稿スタイル

・写真・動画・イベント・
スケジュールの投稿な
ど多彩なコンテンツ

・公開範囲を設定できる

・個人アカウントのみだが
ビジネスページを作成
できHP的に利用可

・社会人向けの情報発信
や広告展開向き

LINE
（ライン）

உঁ໰Θͣશੈ୅͕ར
༻
಺ࠃ ."6��
2�� ສਓ
ʢ2�22��ʣ

・友だち登録した人との
間でのみ情報のやりと
りが可能

・ビジネスでは個人アカウ
ントをお店用に使うか、
公式アカウントを利用

・公式アカウント LINE 
for ビジネスを無料で設
置可能

・友達登録してもらい情
報やクーポンの一斉配
信、予約や問合せ対応
などが可能
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:PV5VCFελジΦͷ؅ཧը໘

5JL5PL ͷಈըฤूը໘

4/4 Ϣーβಛੑ ৘ใಛੑ ൃ৴ϙΠϯト

YouTube
（ユーチューブ）

෯͍޿೥ྸ૚ɺಛʹ1�
ʙ�� ୅உ ʢੑஉঁൺ໿
��2ʣ
಺ࠃ ."6��
��� ສਓ
ʢ2�2���ʣ

・世界最大の動画共有
サービス

・長時間の動画配信やラ
イブ配信もできる

・チャンネル作成が可能

・コメント欄で情報提供

・発信者情報発信はコメ
ントなど限定的なので
HPとの連携が有効

・HPに動画埋込が可能

TikTok
（ティックトック）

1� ୅ঁੑ͸ ��� ௒ɺ
ए೥૚͔Β2�ʙ�� ୅
ʹ֦େத
ࠃ ಺ ."6�1
��� ສ ਓ
ʢ2�21�1�ʣ

・基本15 秒～ 60 秒の
ショート動画投稿の場

・話題に乗れば広く拡散し
集客効果も高い

・アプリに多彩な編集機
能を搭載

・話題づくりに向いている
がスマホ完結型で HP
との連携は弱い

・独特な編集技術が求め
られる

・動きのある簡潔な動画
で話題性や流行に乗っ
た情報拡散向き
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ू٬Λ࠷େ化͢Δ΢Σϒࠂ޿ɾ4/4ࠂ޿

΢Σϒࠂ޿ͱ4/4ࠂ޿
˙΢Σϒࠂ޿ɾ4/4ࠂ޿ͱ͸
ウェブ広告：検索サイトで検索結果の中に
表示されたり、情報サイトやブログ等に
表示されるテキストやバナー画像の広告
SNS広告：一般の書込や投稿のように表
示される広告

  自社ホームページに専用のランディング
ページを用意して、広告がクリックされ
るとそこに誘導するのが一般的です

˙΢Σϒࠂ޿͸#�#向けɺ4/4ࠂ޿͸ݸਓ向け͕ଟ͍
  検索エンジンのテキスト系広告はビジネス向けが多く、画像を
使ったバナー広告やSNS広告は主に対個人向けに利用され
ます

˙΢Σϒɾ4/4ࠂ޿͸௿Ձ֨ͰタʔήοτΛݶఆ
Մೳ

●地域・年齢層・性別・趣味などある程度絞り込めます
●SNSごとのユーザや特徴を活かした広告展開を考えましょう

ͳ͠ࢼछ౳ʹΑͬͯޮՌ͸·ͪ·ͪɺແྉ͓ۀ͸ࠂ޿˒
ͲͰݕ౼͢ΔͱΑ͍Ͱ͠ΐ͏

˒ैདྷͷϝσΟΞࠂ޿ͱҧ͍クϦック୯Ґͷ௿Ձ֨Ͱ
ϢーβΛͯͬߜग़ߘՄೳͰ͢

˒ΞクηεղੳΛ͢Ε͹ܦࠂ޿༝Ͱͷ༧໿਺ͷޮՌଌ
ఆ͕ՄೳͰ͢
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デジタル化推進の手引き＜基礎編＞

POSレジの導入
3 3



͜͜Ͱ͸104͕ऀۀࣄレジͰͰ͖Δ͜ͱɾ஌͓ͬͯ ΂͖͘͜ͱɺ104
レジಋೖͰಘΒΕΔޮՌྫΛ঺հ͠·͢ɻ

POSレジの導入

●POSレジの導入は、最も身近なデジタル化の例であり、売上向上や効
率化につながります。
●POSレジの導入で、売上集計や商品管理などさまざまなデータの集計・
分析が専門知識がなくても簡単に行えます。
●データ活用を進めて販売戦略に活用しましょう。

●自動釣銭機で釣銭等の間違いがなくなります。
●販売情報・在庫管理・商品管理の収集・分析ができます。
●POSレジを導入することで、顧客情報やスタッフの勤怠管理、お客様自
身がスマートフォンやタブレットで注文できるオーダーエントリーシステム
とも連携を図れます。

●次のような効果が得られ、店舗の見える化が可能になります。
▶リアルタイムに正確な売上が把握できます。
▶店舗の客層や性別、男女比など集客につなげられる
情報収集をすることでお客様の傾向がわかります。
▶商品の売れ筋がわかり、商品の発注や新製品の開発
に役立てられます。

σジλϧԽʹ͚ͯ޲

104レジͰͰ͖Δ͜ͱ

104レジಋೖͰಘΒΕΔޮՌྫ
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104Ϩジͱ͸

˙104ͱ͸
POSとは「Point of Sale」の略称で「販売時点情報管理」を意味します。商品が
売れた際にリアルタイムでデータを照合して決済し、売上額や販売場所などの販売情
報を自動的に収集します。
販売した時点で常に情報を管理できる点が特徴です。
また、商品の在庫管理や消費者の購買行動の分析ができるなど、高機能化が進ん
でいます。

　POSレジ導入の基本

˙104Ϩジͱ͸
POSレジとは POSシステムとキャッ
シャーと呼ばれるレジの組み合わせです。
POSではさまざまなクレジット決済や
スマートフォン決済など多様な決済方法を
利用することができます。さらに、消費者
が自分で現金などを精算するセルフレジへ
の対応もスムーズに行うことができます。

ΠϝʔジɿΫϨジοτܾࡁ ΠϝʔジɿεϚʔτϑΥϯܾࡁ

決済方法もクレジット決済、スマートフォン決済など顧客の利便性に合わせた方法
が可能になっています。
また、スマートフォン決済会社が大幅な還元などを行うときがあり、その時は一般
的に売上が大きく上がります。

ΠϝʔジɿηルϑϨジ
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ɾγεςϜબఆのཹҙ఺ثػ

˙104ϨジͰͰ͖Δ͜ͱͱબఆのํ͑ߟ
POSレジ選定の際には、「使いやすさ」と「解決したい問題を解決してくれるか」を
確認して選びましょう

ൢച৘ใの؅ཧ
●商品ごとの売上推移確認や日次 / 週次 /月次の集計作業が自動化
●商品ごとの原価情報を登録しておくことで粗利の集計も自動化

٬؅ཧސ
●性別・年齢などの属性情報と組み合わせて来店客層の分析
●ポイントカードや LINEミニアプリなどと連動させてOne to One の再来店促進

γεςϜ࿈ܞͰߋͳΔ生ੑ࢈向্
●店内のハンディ端末と連携
●厨房のオーダー受付システムと連携
●セルフオーダー/セルフレジ連携
●事前注文 / 事前決済システムと連携
●ECサイト/デリバリーシステムと連携
●キャッシュレス決済端末と連携
●会計システムと連携

γεςϜ࿈ܞͰߋͳΔ生ੑ࢈向্
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˙業छにద͠た104Ϩジのબఆ
各業種に対応可能な POSレジの他、飲食業や美容など、特定の業種に特化した
POSレジも提供されています。

自社で構築したPOSシステムにレジを組み合わせる方法もあります。
使い慣れたPOSシステムを使うことになるので多店舗を展開している企業などが
活用しているケースがあります。収集データや分析も独自に実施しているケースが多
いです。
自社オリジナルPOSは多店舗展開しているような場合で、本部でさまざまな分析
や管理をしたい場合に検討すると良いでしょう。

छʹదͨ͠104レジۀ
Λಋೖ͠·͠ΐ͏

ͦͷࡍɺػೳΛଟ͘͢Δͱͦ
Ε͚ͩγεςϜ։ൃʹඅ༻͕
͔͔Δ͜ͱʹ͝஫ҙΛʂ

ࣗࣾͷ׳͍࢖Εͨ104γες
ϜΛར༻͍ͨ͠৔߹͸ΦϦジφ
ϧͰ͘Έ্͛Δ͜ͱ΋ՄೳͰ͢

3 5



˙104Ϩジのมભ
POSレジは、POSシステムとレジスターから構成されています。歴史的な変遷を
みると、次のように発展してきました。

104�γεςϜのݱঢ়ͱٕज़ಈ向

写真参考︓https://apakankun.com/apparel-lab/matome/3947

①元々古くからあり、あらかじめ商品情報を登録しておく
ことができ、バーコードをスキャナーで読み取るだけで
簡単に会計ができる簡単な機能を持ったものでした。

②販売管理や在庫管理といった機能を持ち、中小企業
でも使えるようになったのはおよそ20 年以上も前、
Windows98が出てきたころです。それでも店舗に
導入といえば数千万円する高価なものでした。

③コンピュータ技術が進みクラウド上でデータ
共有などができるようになると、加速度的に
POSシステムの導入が進みました。金額も月
額数千円で導入できるようにもなりました。

④決済手段も多様化し、クレジット決済、スマートフォ
ン決済だけで完結させるならレジスターも不要です。

　POSレジ導入のすすめ
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104�γεςϜར活༻のϙΠϯτ

˙104γεςϜのಋೖのϝϦοτ
ᶃऩूɾ෼ੳ͠たデʔタΛϚʔέςΟϯάに活༻Ͱ͖Δ
POSレジに蓄積されていく膨大なデータは、分析・活用して初めて真価を発揮し
ます。通常、データの分析には時間やコストがかかりますが、POSシステムに付帯
している分析機能を使えば、売れ筋商品を把握するためのABC分析や、時系列で
売上推移を確認できるトレンド分析などが可能になります。
売れ行きの良くない商品、商品が売れやすい環境条件や売れやすい顧客層などが
明確になり、データを元にした販売戦略を立てることができます。
その結果、売れ行きを予測して仕入れのサイクルを見直せば、過不足のない在庫
管理も行えます。

【POSレジを活用したメニュー改善】

"άルʔϓ
શച্の্Ґ���Λ઎ΊΔϝχϡʔ
ɹɹˠ؃൘ϝχϡーͱͯ͠ϒϥϯσΟϯά
ɹɹˠηット঎඼ԽͰ٬ސ୯ՁΞッϓ

#άルʔϓ
��ʙ���Λ઎ΊΔϝχϡʔ
ɹɹˠ"άϧーϓ΁্֨͛Ͱ͖Δ঎඼͸ͳ͍͔ʁ
ɹɹˠద੾ͳརӹ͸֬อͰ͖͍ͯΔ͔ʁ

$άルʔϓ
Γの���のϝχϡʔ࢒
ɹɹˠഇغϩεʹ͍͕ͯͬܨͳ͍͔ʁ
ɹɹˠ࣮͸ചΕ͍ͯͳ͍ϝχϡー͸ͳ͍͔ʁ

効果
・売筋メニュー・死筋メニューを客観視
・メニュー・価格見直しの不安を解消
・食品ロスの軽減

"#$෼ੳの例

஫ҙ఺
・季節変動の影響を除外するため12か月で分析を推奨
・Cグループだからと言って即除外するのは要注意
　（売上は低くても利益や集客に貢献するメニューは残す）
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【POSレジを活用したメニュー改善】

ച্ "ʢߴʣ� ૈར "ʢߴʣ

͓ళにͱͬͯ͸͏Ε͍͠঎඼
͓٬༷にͱͬͯ΋ਓؾ঎඼
ɹˠ؃൘ϝχϡーԽɺηットൢചͰ୯ՁΞッϓ

ച্ "ʢߴʣ� ૈར$ʢ௿ʣ

٬༷にͱ͓͕͍ͬͯߴՁ͸ݪ ͸͓஋ଧͪ඼
ɹˠू٬Λ໨తͱͨ͠঎඼ͷ৔߹͸Ձ֨Λҡ࣋
ɹɹྫɿϋッϐーΞϫーηット�౳
ɹˠҙਤ͍ͯ͠ͳ͍৔߹͸஋্͛Λݕ౼
ɹɹྫɿݪՁࢉܭΛ͍ͯ͠ͳ͔ͬͨ
ɹɹ��ɹࡐݪྉՁ֨ߴಅ͕ߴಅͨ͠

ച্$ʢ௿ʣ� ૈར "ʢߴʣ

ച্͸௿͍͕རӹに͍ͯ͠ݙߩΔ঎඼
ɹˠࠂ஌ΛڧԽͯ͠ൢചଅਐ
ɹɹྫɿී௨͸ࣺͯͯ͠·͏ࡐྉΛ
ɹɹɹ͔ͨ͠׆��঎඼ɹ

ച্$ʢ௿ʣ� ૈར$ʢ௿ʣ

ച্΋རӹ΋௿͍঎඼
ɹˠҙຯͷ͋Δ঎඼ͷ৔߹͸͢࢒
ɹɹྫɿ͓༷ࢠϥϯνͳͲଞͷϝχϡーͰ
ɹɹɹࡐ��ྉΛ͍࢖·ΘͤΔू٬ϝχϡー
ɹˠҙຯͷͳ͍঎඼ͷ৔߹͸ࣺͯΔ
ɹɹྫɿઐ༻ͷࡐྉ͕ඞཁͳ΋ͷͷ
ɹɹɹ��ͨ·ʹ͔͠ചΕͳ͍ϝχϡー

Ϋϩε"#$෼ੳの例
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ᶄίετΛݮ࡟Ͱ͖Δ
POSレジを使うことで、会計や集計業務の手間は大きく削減されます。セルフレ
ジや自動釣銭機などでお客様自身が会計作業を行うようになると、人員を減少し人件
費の削減が可能になります。
さらに売上予測から在庫を抱えるリスクを減らすことで、仕入れや在庫管理にかか
るコストを削減でき、経営改善の効果も期待できます。
POSレジの導入にかかるコストや運用コストと、導入によって削減できる様々なコ
ストを比較し、導入するPOSレジの種類を検討しましょう。

ᶅ٬ސຬ଍度の向্͕ظ଴Ͱ͖Δ
POSレジを導入すると会計にかかる時間を短縮することができます。正確でスムー
ズな会計が可能になるため、レジ順番待ちの解消や会計時のミスによるトラブルを減
らすことができます。 
商品の在庫についてお客様から問合せがあった際にも、バックヤードに行かずにそ
の場で在庫確認ができ、迅速に答えることができます。また自店に商品がない場合に
は、他店舗の在庫を確認して案内ができます。
POSシステムでお客様と販売情報を連携して、お客様の購入履歴に基づいたレコ
メンド情報を提供したりするなど、お客様のニーズに基づいた販売戦略を立てること
ができ、リピート率の高い店舗づくりを支援してくれます。
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ᶆ܁ۚࢿΓཱ͕ͯ΍͍͢
これまでシステムの導入をためらってきた理由の一つとして入金が遅いなど、資金繰
りへの悪影響があげられます。
現在は、翌日や3日後などの入金が可能なシステムもあります。
また、決済手数料も以前に比べて低くなっています。
顧客もポイント還元などでキャッシュレス決済を好んでいますので導入を検討しま
しょう。
POSレジは、クレジット決済、交通系･流通系 ICカードによる決済など、幅広くキャッ
シュレス決済と連動できます。

クレジットܾ͔ࡁΒΩϟッγϡレεܾࡁ·Ͱ෯͕ࡁܾ͍޿ՄೳͰ͢ɻ

Ωϟッγϡレεܾࡁͷೖ
金΋ૣ͍ͱ͜ΖͰཌ೔Ͱ
͢ɻख਺ྉ΋Ҏલʹൺ
΂ͯ௿͘ͳ͍ͬͯ·͢
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デジタル化推進の手引き＜基礎編＞

業務の自動化
4
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ੜ׆Ӵੜؔ܎Ӧۀ͍͓ͯʹۀ຿ͷࣗಈԽͰͰ͖Δ͜ͱɺ
຿ͷࣗಈԽͰಘΒΕΔޮՌྫͳͲΛ͝঺հ͠·͢ɻۀ

業務の自動化

●人手不足の解決策として、業務の自動化を通して、少ない人数で
業務を回す仕組みをつくることが重要です。

●業務の自動化を考える際のポイントを参考に、デジタル化・自動
化が可能な業務について検討しましょう。

①顧客対応の自動化
②発注業務の自動化
③ロボットによる業務の自動化
④社内業務の自動化

⾣লਓ化
業務の自動化によって、同じ業務量、業務時間でも、これまでより
も少ない人数で行うことができます

⾣生ੑ࢈の向্
業務の自動化によって捻出した時間で、競争力やサービスの向上に
つながる、より付加価値の高いアナログ業務に注力することができ
ます

Δ化͑ݟ営৘ใのܦ⾣
経営情報を自動でリアルタイムに集計・分析することで可視化でき
ます

σジλϧԽʹ͚ͯ޲

σジλϧԽͰͰ͖Δ͜ͱ

σジλϧԽಋೖͰಘΒΕΔޮՌྫ
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業຿のࣗಈ化の効果

˙লਓ化
業務の自動化によって、同じ業務量、業務時間でも、これまでよりも少ない人数
で行うことができます。

ݮһͷෛ୲Λۀै
Βͯ͠ɺ༨ྗ΍࣌
ؒΛࣗࣾͷ੒௕ʹ
ͷͶʂ͏࢖

現在の業務のなかで、どの業務にロボットやデジタル技術を活用すれば効果的かを
考えることが必要です。
単純なデータの入力や、集計作業のようなルーティンワークは、デジタル技術が得
意な場合もあるため自社の業務が自動化できないか検討しましょう。
そして、捻出できた「余力や時間」を自社の強みの磨きにシフトさせていきましょう。

　業務の自動化が必要な理由と効果
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˙生ੑ࢈の向্
業務の自動化によって捻出した時間で、競争力やサービスの向上につながる、
より付加価値の高いアナログ業務に注力することができます。

ϧーςΟϯϫークΛ
ࣗಈԽɾσジλϧԽ͠ɺ
৽͍͠ϝχϡー։ൃ
΍ࣾһڭҭʹ࣌͏࢖
͕ؒͰ͖ͨΑʂ

1日の業務時間配分のなかで、付加価値の高い業務時間を長くできるようにしましょう。

˒�Ξφϩάۀ຿͕ࣗࣾͷ෇ՃՁ஋Λ্ͤ͞޲·͢ɻ
Γ·͢ɻ͕ܨʹ্޲૪ྗ΍αーϏεڝ຿ͷࣗಈԽ͸ɺۀ�˒

ࣗಈԽલ ࣗಈԽޙ
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Δ化͑ݟ営৘ใのܦ˙
経営情報を自動でリアルタイムに集計・分析することによってビジネス環境の変化に
応じた経営戦略の立案、実行ができます。

੮΍෦԰のՔಇ཰࠲

ച্推Ҡ

Ϧϐʔτ཰

ళฮผのച্実੷

ୀ৬཰

のඅ༻ର効果෼ੳࠂ޿

γʔζϯ͝ͱのച্実੷

ೖళ͕ଟ͍٬ސ૚の෼ੳ

業࣌ؒ؅ཧ࢒

�࣌ؒ౰たΓの࿑ಇ生ੑ࢈
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ࣗಈ化Λ͑ࢧΔςΫϊϩジʔ

手書き、FAXなどさまざまな形式の伝票を手入力するのではなく、機械に読み
取らせ、必要な台帳（システム）に自動転記することによって、入力ミスや転記漏
れを防ぎ正確かつ敏速に業務を完結させることができます。

月末や年度末が近くなると、「大量の伝票処理作業に多くの時間を割いている」
ということはないでしょうか。

ࣗಈจࣈ化�ࣗಈసه

औ૊のώϯτ

・すべての伝票を期日までに入力しなければ
ならず、処理を担当する部署の社員が残業
時間を使ってデータを入力
・1枚ずつ手入力していくため、疲労や時間
の経過とともにタイプミスが発生
・タイプミスや見落としなどといった人的ミ
スが発生し手戻り作業を誘発
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会議等のシーンにおいて、発言者の言葉を認識し、自動でテキスト化します。
会議中に、随時議事録を作成することで会議終了と同時に議事録を完成させる
ことができます。また、会議終了後に議事録を会議参加者全員と共有することが
できます。
従業員の業務であった議事録作成時間が大きく短縮されることで、業務負担を
軽減し付加価値の高いコア業務に注力することができます。

「議事録作成事務に関する調査結果」によると、議事録作成にかかる年間事務
量と年間コストは多いところで、2,326時間、465万円となっています。

Ի੠ࣗಈจࣈ化ʢจ͜͠ىࣈʣ

औ૊のώϯτ

議事録を勤務時間中に作成し
ている割合はおよそ70％、勤
務時間内外を併用して作成して
いる割合はおよそ25％と、議
事録の作成が通常業務を圧迫
していることがわかります。

ʢग़యʣεϚート࣏ࣗମڀݚձɹʮٞࣄ࿥࡞੒
༺຿ʹؔ͢Δௐࠪ݁ՌʯΑΓҾࣄ
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社内に散らばったデータを集め、自動でグラフや表などを可視化し分析します。
売上推移やシーズンごとの売上実績等、年度別に比較することも可能であり、
随時最新の状態を把握し、敏速に経営の意思決定ができます。
自社内でディスカッションをする際も、議論すべき課題を把握するために可視
化しておくことで、効率のよいディスカッションを進めることができ、時間の短縮
に加え効果も期待できます。

Մࢹ化

औ૊のώϯτʻ#* πʔルʼ

あらゆるデータを繋ぎ可視化することで、企業の意思決定に役立てるBI（ビジネス・
インテリジェンス）ツール。
経営層は部下の報告を待たなくても、自分でツール内のダッシュボードを確認す
るだけで、最新情報共有とデータ活用に基づく経営が可能となります。
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業຿のࣗಈ化Λ͑ߟΔࡍのϙΠϯτ

ցに೚ͤた΄͏͕Α͍業຿のಛ௃ػ˙
下記に当てはまる業務は、自動化できる業務です。

□　人間の判断がいらない業務

□　手順やルートが決まっている業務

□　毎日もしくは毎月、定期的に繰り返し行う業務

□　データの二重入力が発生する業務

□　CSVデータをインポート、エクスポートする業務

□　複数のシステムからデータを集計する業務

□　定期的なレポーティングや報告業務

　業務の自動化実践のポイントと事例
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業຿のࣗಈ化の例　

٬ରԠのࣗಈ化ސ˙
ホテル aでは、多言語対応のAI チャットボットを利用して、問い合わせへの
自動応答に対応しています。

チャットボットによる問合わせ対応の自動化

ଟޠݴରԠͷ"* νϟットϘットΛ׆༻͢Δ͜ͱͰɺ༧໿ͷํ๏΍॓ധʹ
ؔ͢Δ࣭໰΁ͷճ౴ΛࣗಈԽ͢Δ͜ͱ͕Ͱ͖·͢ɻ
·ͨɺଟޠݴʹରԠ͍ͯ͠Ε͹ɺ๚೔֎ࠃਓ΁ͷड͚౴͑΋Ͱ͖ΔͨΊɺ
Πϯό΢ϯド΁ͷରԠ΋カόーͰ͖·͢ɻ
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˙発஫業຿のࣗಈ化
A社では、1日 200 ～300 枚の伝票の手入力時間を約90％削減し、入
力ミスもなくなりました。スマートフォンで撮影した伝票まで対応しています。

手書き伝票を自動転記

຿୲౰ऀ͕͢΂ͯͷ఻ථΛखೖྗ͍ͯ͠·͕ͨ͠ɺ"*�0$RΛಋೖͨ͠ࣄ
͜ͱͰೖྗϛε΍సه࿙Ε͕ͳ͘ͳΓɺۀ຿࣌ؒΛ໿��ˋ͠ݮ࡟·ͨ͠ɻ
ʹ຿ʹ஫ྗͰ͖ΔΑ͏ۀͱʹΑͬͯɺຊདྷͷ্ͨ͜͠޲ʹ຿ޮ཰͕֨ஈۀ
ͳΓ·ͨ͠ɻ

4 11



˙ϩϘοτにΑΔ業຿のࣗಈ化
ホテル bでは、清掃ロボットを活用することで、清掃業務の内製化を図りました。
年間600万円のコストダウンに貢献しました。

清掃ロボット

コϩφՒͷࣄٸۓଶએݴԼͰ͸ؗٳΛ༨ّ
ͳ͘͞ΕɺӡӦ໘Ͱվֵ͕ٻΊΒΕ·ͨ͠ɻ
ͦ͜Ͱɺਗ਼૟ϩϘットΛ׆༻͠ɺैདྷ֎෦
ҕୗ͍ͯͨ͠ਗ਼૟ۀ຿Λ಺੡Խ͠·ͨ͠ɻ
ϩϘット͕চਗ਼૟Λ୲౰͠ɺͦΕҎ֎ͷ෦
෼Λैۀһ͕୲౰͢Δ͜ͱͰɺػցͱਓؒ
ͱͰ෼ۀΛ͍ͯͬߦ·͢ɻ

B 社では、ロボ型携帯電話を活用することで、接客対応の差別化を図っています。

ロボ型携帯電話

ϩϘ型ܞଳి࿩Λ׆༻͠ɺコΠϯϥϯドϦー
ར༻ऀʹର͠ɺચ୕ػͷӡస։࢝΍ऴྃ༧
ఆ࣌ࠁͷΞφ΢ϯεΛ͍ͯͬߦ·͢ɻ
·ͨɺચࡎΛ࢖༻ͤͣʹચ୕͕Ͱ͖Δ࢓૊
ΈͷԻ੠ΨΠμϯεɺચ୕ऴྃ࣌ͷμϯε
ύϑΥーϚϯεͳͲͰɺແਓӦ͕ۀओྲྀͷ
コΠϯϥϯドϦーͰ΋Թ͔Έͷ͋Δ接٬͕
Ͱ͖͍ͯ·͢ɻ

4 12



�

業
務
の
自
動
化

C 社では、POSレジを活用して、社内業務の効率化、顧客サービス向上のため
のデータの可視化を行っています。

˙ࣾ಺業຿のࣗಈ化
FAXのデジタル化も可能になってきました。

FAXのデジタル化

社内FAQ

ΘΕ͍ͯΔέーε͕ଟ͍ͷͰ͸ͳ͍Ͱ͠ΐ͏͔ɻ࢖຿Ͱ'"9Λۀ
'"9͸ศརͰखܰͳͨΊɺଟ͘ͷऀۀࣄͰ࿈བྷखஈͷத৺ͱͯ͠࢖ΘΕͯ
͍Δέーε͕͋Γ·͢ɻ
ಛʹɺ஫จॻͷ΍ΓऔΓͳͲɺূጪͱͯ͠ͷ໾ׂͰ࢖ΘΕ͍ͯ·͢ɻ
ҰํͰɺ'"9͸σジλϧԽͰ͖ͳ͍πーϧͷ୅දͱ΋͍ΘΕ͍ͯ·͢ɻ
ʮศརͰखܰʯͱ͍͏ϝϦットΛੜ͔ͭͭ͠σジλϧԽͰ͖Δπーϧ΋։ൃ
͞Εɺఏ͞ڙΕ͍ͯ·͢ɻ

104レジͷ٬ސカϧςͷػೳΛ׆༻ͯ͠ɺ͓٬͞·͝ͱ
ʹϔΞカϥーͷ৘ใ΍ཤྺͳͲΛه࿥͠ɺελッϑؒͰ
໾ཱ͍ͯͯ·͢ɻʹ্޲༗͢Δ͜ͱͰɺαーϏεڞ
·ͨɺू ɺചͯ͠༺׆٬σーλΛސΕͨച্΍͞ܭ ʢ্٬਺ɾ
٬୯ՁʣͷਪҠΛՄࢹԽ͠ɺܦӦઓུʹ͍͔ͯ͠׆·͢ɻ

֎ग़ઌͰ΋'"9Λ
डऔΓՄೳͰ͢
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デジタル化推進の手引き＜基礎編＞

キャッシュレス決済
5

5



͜͜Ͱ͸Ωϟッγϡレεܾࡁͱ͸ͲΜͳ΋ͷ͔ɺΩϟッγϡレεܾࡁͷಋೖ
ͰͰ͖Δ͜ͱɺΩϟッγϡレεܾࡁͰಘΒΕΔޮՌྫΛ঺հ͠·͢ɻ

キャッシュレス決済

●キャッシュレス決済の導入により、顧客単価の向上が
見込めるだけでなく、現金管理コストの削減や人件費
の削減につなげることができます。
●導入時には、お客様の特性や利用環境に合わせて決
済手段や端末を選定することが重要です。

●従業員の負担軽減により業務を効率化できるだけでなく、レジでの決済
業務のスピードが上がることでお客様の待ち時間を減らして顧客満足度
向上を実現することもできます。
●POSシステムとの連携により購入の履歴や在庫の動きをマーケティング
情報として活用し、売上増加につなげることもできます。

●キャッシュレス化の効果で、手持ちのお金がなくても高価な商品を購入
する利用客が増えています。
●POSシステムのデータ分析結果を踏まえ、珍しい商品を店頭に置いた
ところ、売上における物販の割合が伸び始めています。

σジλϧԽʹ͚ͯ޲

ΩϟッγϡレεܾࡁͰͰ͖Δ͜ͱ

ΩϟッγϡレεܾࡁಋೖͰಘΒΕΔޮՌྫ
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ΩϟογϡϨεܾࡁ活༻のϙΠϯτ

˙ձܭ業຿Λ効཰化Ͱ͖Δ
キャッシュレス決済では現金を取り扱う必要がないため、
1人当たりの支払いの時間を大幅に短縮できるほか、レジ内
の現金を確認する作業を短縮し、従業員の負担を軽減する
こともできます。

˙৽たͳ٬૚ΛऔΓࠐΉ͜ͱ͕Ͱ͖Δ
2 次元コード決済事業者のキャンペーンが増加していることもあり、QRコード決
済の利用が可能であることを、店舗入り口などに表示すると、新たな客層を集めやす
くなります。
また、キャッシュレス決済の普及率が高い諸外国からの観光客の取り込みにも非常
に有効です。

ങ୯Ձの向্ߪ˙
持ち合わせている現金が足りないと、お客さまは商品を購入しません。店舗にとっ
ては、商品を販売する機会が失われてしまいます。
「欲しい商品があったけど、現金の持ち合わせがなかったので購入をあきらめた」と
いう機会損失をなくし、購買意欲を維持させることで、購買単価の向上が期待できます。

　キャッシュレス決済の概要

非接触型

クレジットカード

QRコード

現金

平均8秒

平均12秒

平均17秒

平均28秒

଎度のࠩࡁʢ26*$1BZʣɺ23ίʔυのܾܕɺΫϨジοτΧʔυʢαΠϯϨεʣɺඇ઀৮ۚݱ
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˙ΩϟογϡϨεࢧ෷ֹɾܾࡁൺ཰の推Ҡ
経済産業省は2021年に32.5％となったキャッシュレス決済比率を、2025 年ま
でに40％程度まで上昇させることを目指しています。
近年のキャッシュレス決済比率が増加した背景には、新型コロナウイルス感染症の
拡大により、非接触型の決済をする消費者が増えたことや、外出の自粛によりECサ
イトの利用によるクレジットカードでの決済が増加したことが大きく影響しています。

ΩϟογϡϨεܾࡁΛ८Δಈ向

৽型コϩφ΢Πϧεײછ঱
֦େ΍ 2 ࡁコードܾݩ࣍
ͷΩϟϯϖーϯల։ʹΑΓɺ
Ωϟッγϡレεܾࡁͷ৳ͼ཰
͕֦େ͠·ͨ͠

ʢग़యʣۀ࢈ࡁܦল )1ɹχϡーεϦϦーε 2�22 ೥ �݄1೔
ɹɹɹ�ʮ2�21೥ͷΩϟッγϡレεܾࡁൺ཰Λࢉग़͠·ͨ͠ʯ
ɹɹɹ�IUUQT���XXX�NFUJ�HP�KQ�QSFTT�2�22����2�22���1��2�2�22���1��2�IUNM
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94.7%

77.3%

62.0% 59.0% 57.6% 57.0%
48.9% 47.0% 44.8%

17.9%
24.2%

韓国 中国 カナ
ダ

オー
スト
ラリ
ア

シン
ガポ
ール 英国

スウ
ェー
デン 米国

フラ
ンス 日本 ドイ

ツ

˙ੈքओཁࠃのΩϟογϡϨεܾࡁൺ཰
日本国内におけるキャッシュレス比率は上昇傾向にあるものの、主要国と比較する
とまだまだ低い水準です。
現金管理業務のコスト削減、消費者の利便性向上、インバウンド消費の拡大を図
るためにも、経済産業省はキャッシュレス決済化を推進しています。

Ωϟッγϡレεܾࡁൺ཰ͷ
؍Βͷ͔ࠃɾதࠃ͍ؖߴ
ޫ٬ͷߪങҙཉΛ͙ͦ͜
ͱͷͳ͍Α͏ʹ͠·͠ΐ͏

ʢग़యʣੈքۜߦʮ)PVTFIPME�p�OBM�DPOTVNQUJPO�FYQFOEJUVSFʢ2�18 ೥ʢ2�21�2�17൛ʣʣʯɺ
ɹɹɹ��#*4ʮRFECPPLʯͷ非現金खஈʹΑΔ೥ؒࢧ෷金ֹ͔Βࢉग़
ɹɹɹ��˞தࠃʹؔͯ͠͸ɺ&VSPNPOJUPS�*OUFSOBUJPOBM ΑΓߟࢀ஋ͱͯ͠ࡌه
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˙ΩϟογϡϨεܾࡁのछྨͱಛ௃
キャッシュレス決済には次のような種類があります。

クレジットカード決済
クレジットカード決済は最も普及率が高く、中高年の利用率も高い決済手段です。
インバウンド客の利用率も高くなっています。

スマートフォン決済
スマートフォン決済は専用アプリで生成した2次元コードの読み取りにより決済を
行います。2019 年と2020 年を比較すると、約3倍に利用金額が増えています。
今後もさらに利用が増加することが見込まれています。

電子マネー決済
現金を変換したデータで支払いを行う決済方法で、交通系
電子マネーや流通系電子マネーなど、多くの企業が運営してい
ます。

ΩϟογϡϨεܾࡁのछྨ
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˙ΩϟογϡϨεܾࡁ୺຤のछྨͱಛ௃
キャッシュレス決済端末には次のような種類があります。

据置型
レジ付近に設置するキャッシュレス決済端末
は、多くの決済サービスに対応できます。
また、POSシステムとの連携が容易です。

モバイル型
携帯電話回線やWi-Fi（無線 LAN）で運用
できるキャッシュレス決済端末を指します。
無線インターネット環境さえあれば持ち運び
ができるため、飲食店のテーブル席での会計
や野外イベントなどでも利用が可能です。
スマートフォンなどのタブレット端末に接続
して利用できるものもあるので導入が容易です。

ରԠ͍ͯ͠Δܾࡁखஈ΍ళฮ
ͷن໛ɺ૝ఆ͢Δར༻٬ͷ૚ɺ
ॳظඅ༻ɾֹ݄අ༻ɺܾࡁख
਺ྉʹԠͯ͡࠷దͳ΋ͷΛબ
୒͢Δ͜ͱ͕ॏཁͱͳΓ·͢ɻ
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直接契約
各決済サービスを提供している会社と個別に契約を締結します。
導入初期のコストをなるべく抑えたい事業者や、普及しはじめの新しい決済サービスの導
入から始めたい事業者に向いています。

決裁代行会社を通しての契約
決済代行会社と契約し、複数のキャッシュレス決済サービスを一気に導入する方法です。
さまざまな種類の決済を長期的に運用することを見込んでいて、管理を効率的に行い、
手間や人件費を削減していきたい事業者に向いています。

໿ܖ事業ऀͱのࡁܾ˙
キャッシュレス決済の導入には、決済事業者（クレジットカード会社など）との契約が必
要になります。
直接契約と決済代行会社を通しての契約の2種類の方法があります。

ΩϟογϡϨεܾࡁಋೖܖ໿のछྨ

ಋೖͷखؒ ؅ཧͷෛ୲ ख਺ྉࡁܾ ಋೖͰ͖Δ
ͷछྨࡁܾ

௚接ܖ໿

ʷ
利用するサービス
の種類ごとに申請
や契約が必要

ʷ
手数料・締め日・
入金日がサービス
によって異なる

˓
導入店舗数が多
ければ手数料が
下がる傾向にある

˕
審査を行う場合
があるが、導入で
きる種類に制限
はない

ձࣾߦ୅ࡁܾ
Λ௨ͯ͠ܖ໿ ˕

複数のサービス
の契約を一括で
行うことが可能

˕
セキュリティ対策
のレベルが高く、
締め日や入金日が
統一

ʷ
手数料や利用料
が発生する

˚
さまざまなサー
ビスを利用できる
が、対応できない
サービスもある

୺຤Λఏڙ
͢Δձ͕ࣾ
݉Ͷ͍ͯΔ
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ΩϟογϡϨεܾࡁに͔͔Δඅ༻

˙ॳظඅ༻
端末の導入費用
決済事業者1社ごとに専用の端末を導入する必要があります。
電子マネー決済や2次元コード決済ではタブレット端末への専用アプリのインス
トールで対応できる場合もあります。
決済代行会社を通して契約を行った場合は、利用可能な決済事業者すべてに対応
する端末1台のみの導入で決済が可能です。

˙ҡ࣋ɾ؅ཧに͔͔Δඅ༻
インターネットの通信費用
決済時に通信を行うため、インターネットの回線が必要になります。

決済手数料
サービスによって異なりますが、決済金額の1～5％の手数料が発生します。
キャンペーンで一定期間の手数料が無料のサービスもあります。
決済代行会社を利用する場合には、月額のサービス利用料や、決済事業者とは別に、
決済代行事業者へ支払う決済手数料がかかることが多く、直接契約の場合よりも運営
費用が多くなります。

決済代行会社を利用する場合は

ɾֹ݄අ༻
ɾܾࡁαーϏεར༻ྉ
などが必要になります

5 9



　キャッシュレス決済の導入

ΩϟογϡϨεܾࡁಋೖのϙΠϯτ

˙બఆ͕ඞཁͳ事߲
キャッシュレス決済の種類
クレジットカード決済・電子マネー決済・2次元コード決済の
なかから導入する種類（複数でも可）を選定します。

使用する端末
キャッシュレス決済の種類によって必要な機能を確認したうえで、端末（据置型・モ
バイル型）を選定します。

決済事業者の選定
費用や業務の負荷を考慮して、直接契約をするか決済代行会社と契約するかを選定
します。

˙બఆ࣌にྀ͢ߟ΂͖ϙΠϯτ
運用の体制
現場での使いやすさや管理業務の負担、継続的に運用をするためにかかる費用の
考慮する必要があります。

顧客層や自社の特性
想定する顧客層の利用率が高い決済方法や、自社の商品・サービスの価格帯、店
舗の立地を考慮する必要があります。

今後の展開や拡張性
今後の店舗の運営体制や決済手段の拡充を想定して選定しましょう。

5 10
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˙ΩϟογϡϨεܾࡁͱ�104�γεςϜの࿈ܞにΑ�　
　Δ業຿の効཰化
キャッシュレス決済とPOSシステムの連携によって業務を効率化できる場面を紹
介します。

POSシステムが持つ主な機能
POSシステムには、一般的なレジスターによる、バーコードに紐づいた商品名や金
額などの情報の読み取りや、現金・キャッシュレスによる決済の機能があります。
また、飲食店などでよく使用されている、ハンディ端末などを通して注文が可能と
なるオーダーエントリーシステムや、EC サイトの売上管理システムといった機能もあ
るため、売上の一括管理だけでなく、そのまま売上データの収集・分析まで行うこと
ができます。

5 11



売上管理、顧客情報の収集によりマーケティングを強化
POSシステムで売上のデータは常に確認できるため、どの店舗の売上が伸びてい
る、伸びていないなどの分析に利用できます。
また、お客様の購買情報を収集・分析することにより、売れる商品・サービスの傾
向を把握して店舗づくりに活用し顧客満足度の向上と売上向上を図ることができます。

在庫管理業務の効率化
在庫情報も確認できるPOSシステムの活用では、在庫切れによる機会損失の予防
だけでなく、棚卸し作業や発注作業を効率化することもできるため、従業員の負担を
減らすことが可能になります。

会計時の従業員のミス予防
POSシステムとの連携により、会計時に従業員が金額を手入力する必要がなくな
るため、会計ミス、トラブルを予防することができます。

104γεςϜͱ
ͷ࿈ܞ͸঎඼ͷछ
ྨ͕ଟ͍ऀۀࣄʹ
͓͢͢ΊͰ ʂ͢

5 12



�

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済

関࿈πʔルの活༻

キャッシュレス決済に関するツールの活用事例を紹介します。

のඇ઀৮化ࡁܾ˙
非接触型 ICチップを利用した決済
非接触決済の代表的な手段としては、電子マネー
やクレジットカードがあります。
交通系電子マネーやタッチ決済などは端末に通す
必要もなく、暗証番号やサインも不要です。
比較的少額での決済に使用されることが多いです。

Ӵੜతͳ؍఺͔Βɺ
ҿ৯෺Λѻ͏ళฮ
Ͱͷಋೖ͕૿Ճ͠
͍ͯ·͢

˙ແਓళฮのӡ営
近年、顧客が商品の読み取りから決済までを行う無人レジが普及してきています。
顧客の「使い方がわからない」「作業が手間だ」といった不満を解消し、顧客離れを
防ぐ対策が必要になりますが、回転率の速い無人レジによって待ち時間を短縮できる
というメリットがあります。

লਓԽʹΑΔਓखෆ଍ͷղ
ফ΍ਓ݅අͷ͚ͩݮ࡟Ͱͳ
͘ɺ接触ස౓ͷ௿ԼʹΑΔ
͢·଴Ͱ͖ظ͕ࡦછ঱ରײ
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デジタル化推進の手引き＜基礎編＞

モバイルを活用した
オーダーシステム

6
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ੜ׆Ӵੜؔ܎Ӧۀʹ͓͍ͯɺϞόΠϧΛ׆༻ͨ͠ΦーμーγεςϜͱ͸
Կ͔ɺϞόΠϧΦーμーγεςϜͷಋೖͰͰ͖Δ͜ͱ΍ಘΒΕΔޮՌͳ
ͲΛ঺հ͠·͢ɻ

モバイルを活用したオーダーシステム

●モバイルを活用したオーダーシステムは、飲食業などで最も身近なデジタ
ル化であり、売上向上や効率化につながります。
●コスト削減と顧客満足を同時に実現できるモバイルオーダーシステムでデ
ジタル化を推進していきましょう。

●お客様のスマホから直接注文ができます。
●モバイルに対応したネット予約システムと連携する
ことで店舗運営の効率化ができます。
●POSレジと連携すればスムーズな会計を実現でき
ます。

●お客様が好きなタイミングで注文でき、機会損失を回避することができ、
売上向上が期待できます。
●POSレジと連携することで顧客分析や売れ筋メニューの分析ができ、経
営の効率化が期待できます。
●SNSと連携することで、直接お客様にキャンペーンや店舗情報をお届け
することが可能になります。
●注文する機器はお客様自身のスマホを活用するため、初期投資が基本的
には不要です。

σジλϧԽʹ͚ͯ޲

ϞόΠϧΦーμーγεςϜͰͰ͖Δ͜ͱ

ϞόΠϧΦーμーγεςϜಋೖͰಘΒΕΔޮՌྫ
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モόΠルΛ活༻͠たΦʔμʔγεςϜͱ͸

˙モόΠルΛ活༻͠たΦʔμʔγεςϜͱ͸
モバイルオーダーは、お客様自身がスマートフォンなどの端末を利用して、飲食店な
どのメニューの注文から決済を行うことができるシステムです。
注文のための機器を用意する必要がありません。
店内注文に利用することや、事前にテイクアウトの予約をすることができます。
決済もカウンターでの決済に比べて多くの決済方法も使えます。例えばカウンター
ではPayPay は使えませんがモバイルオーダーでは使えます。

　モバイルオーダーシステムの概要

ҰൠతͳϞόΠϧ
Φーμーར༻ͷΠ
ϝージͰ͢

4UFQ�
͓ళͱ঎඼ΛબͿ
店舗を選択し、商品をカートに追加

4UFQ�
ड͚औΓํ๏ΛબͿ
テイクアウト、店内利用の選択
キャッシュレス決済を選択可能

6 3

�

モ
バ
イ
ル
を
活
用
し
た
オ
ー
ダ
ー
シ
ス
テ
ム



店内でモバイルオーダーし席まで商品をもってきてもらうこともできます。子ども連
れのファミリーにとっては、カウンターに並ばなくてよいので、このシステムは利便性
の高いオーダーシステムです。

4UFQ�
঎඼ͷड͚औΓ
待たずに受け取り可能

●来店客にQRコードの読み取りとスマホでの
注文を案内。

●お客様はスマホで注文。オーダー対応の時間
をお客様との対話の時間へ。

●アンケート送付、新メニューや限定メニュー案
内、季節イベント予告、テイクアウト、デリバリー
など SNS ならではの双方向のコミュニケー
ションでお客様をお店のファンに。

●事前予約や事前決済により販売量の予測精度
向上・直前のキャンセル抑止。

※過剰なアプローチは基本的にNGです。
　あくまでお店として丁寧に対応しましょう。
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˙モόΠルΦʔμʔγεςϜ֦େのഎܠ
ᶃ৽ܕίϩφ΢Πルεײછ঱֦େ

飲食店の営業制限などでテイクアウト需要が拡大しました。また、Uber Eats、
出前館などの配達事業が急拡大し、簡単に注文ができるようになりました。スマ
ホ普及とともに、モバイルオーダーシステムを利用するニーズも高まっています。

ᶄӡ営の効཰化
店舗側の運営の効率化や顧客の来店による密集回避に役立つため、利用が拡大
しています。

ᶅ͓٬༷にͱͬͯ のརศੑのΑ͞
お客様にとっては使い慣れているスマホから簡単にオーダーでき、お店に出向く
ことなく受取ができるため利便性がよいと感じています。今後も拡大を続けていく
ものと思われます。

こうした社会背景のもと、多くのモバイルオーダーシステムが誕生してきています。

6 5
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ɾγεςϜબఆのཹҙ఺ثػ

モバイルオーダーは、アプリ単独か、POSシステムから派生した技術かによっ
て整理できます。お客様がオーダー後に配達してもらうか、自ら取りに行くのか、
または店内でのセルフオーダーもできるのかによってそのシステムの特徴が分
かれます。

୯ಠ 104࿈ܞ

配達

഑ୡʹ͍ڧΞϓϦɺ
ళ಺΍ςΠクΞ΢トʹ
͢·ΞϓϦ͕͋Γ͍ڧ

104ͱ࿈ͨ͠ܞ
ΞϓϦ͸ձܭ·Ͱ
Ұ؏ͨ͠ۀ຿͕Մೳ店内

テイクアウト

γεςϜͷಛ௃Λ஌Γɺ
഑ୡ͔ɺళ಺΍ςΠクΞ
΢ト࣌ʹ͏࢖΋ͷ͔ɺγ
εςϜͷڧΈΛ͔ͤ׆Δ
΋ͷΛબͼ·͠ΐ͏

؅ཧઐ༻のγεςϜ
いくつものモバイルオーダーシステムを導入し
ていると、その管理が大変になります。
複雑な管理を一つの管理ツールでできるアプ
リも出始めています。受注状況や利益状況も一
元かつリアルタイムに把握できるようになります。

ଟ͘ͷϒϥϯドΛҰ
؅ཧͰ͖Δπーݩ
ϧ΋ग़͖ͯ·ͨ͠
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˙モόΠルΦʔμʔγεςϜಋೖのϝϦοτ

モόΠルΦʔμʔγεςϜར活༻のϙΠϯτ

事�例

新型コロナウイルス感染症の影響で店
内営業ができないときでも、モバイル
オーダーを導入した結果、「テイクアウ
ト注文での売上が店内営業売上を補う
ことができた」「店内営業が再開してか
らは全体で売上が10％程度向上した」
といった成果を上げた店舗もあります。

店内販売以外のオーダー増によって
店舗全体の売上増が期待できる

͓٬༷͸͖޷ͳλΠϛϯάͰ஫จͰ͖Δ͏͑ɺళ಺͕๩͘͠஫จʹ͏͔͕͑ͳ͍
ͱ͖ʹ΋׆༻Ͱ͖ɺ٬ސ୯ՁΛ্ঢͤ͞Δ͜ͱ΋ظ଴Ͱ͖·͢ɻ

　モバイルオーダーシステムの導入

6 7
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事�例

自社で集客するだけでなく、幅広い
メディアからの集客を可能にしまし
た。その結果、店舗の認知度が上が
り売上増に結びつきました。

集客サイトも活用して新規顧客の獲得へ

࿈͍ͯ͠ܞΔൢചνϟωϧʹࣗಈతʹ͢ࡌܝΔ͜ͱ΋ՄೳͰ͢ɻ*OTUBHSBNɺ
-*/& ͳͲͷ4/4ͳͲɺଟ਺ͷνϟωϧ͔Βू٬Λ࣮現͠·͢ɻ

事�例

以前は4～5人で回していたホール
の仕事が、いまでは1人少ない体制
でも対応できるようになりました。

業務の効率化につながる

Φーμーϛε΍レジͷଧͪؒҧ͍͕ͳ͘ͳΓ·͢ɻΦーμーঢ়گ͸ΩッνϯϞχ
λーͰݟΔͨΊɺ఻ୡコεトΛ͠ݮ࡟ɺϖーύーレε΋࣮現Ͱ͖·͢ɻ·ͨɺΩϟッ
γϡレεܾࡁͷͨΊ現金ͷ؅ཧコεト΋ݮগ͠·͢ɻͦͷ݁Ռɺਓ݅අͳͲܦඅ
ͷݮ࡟ʹΑͬͯऩӹྗͷ্޲ʹͭͳ͕Γ·͢ɻ

ਓ֬ࡐอ͕೉͍࣌͠ʹ͸ɺ
຿ޮ཰Λ্͛ۀͨ͠͏͜
ΔγεςϜͷಋೖΛݕ౼
͢Δඞཁ͕͋Γ·͢Ͷ
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ੜ׆Ӵੜؔ܎Ӧۀʹ͓͍ͯɺσーλϕーεͰͰ͖Δ͜ͱɺσーλ΂ーε
ͰಘΒΕΔޮՌྫΛ͓঺հ͠·͢ɻ

データの活用

●表計算ソフトなどを使ってデータを活用することで、売上向上や効率化に
つながります。
●データ活用にはアプリや表計算ソフトを使うことで難しい技術を必要する
ことはありません。そのため、どんなデータを収集し活用ができるかを見
極めてデジタル化を進めていきましょう。

①データを管理し、情報共有ができます。
②データを分類し、検索・抽出を高速にできます。
③表計算ソフトで加工ができます。

●会員カードなどでユーザー IDをデータで管理しておけば、お客様の購買履歴
を確認することもでき、お客様のし好を事前に知ることができます。その結果、
お客様のし好に合わせたお勧めが可能になります。

● ECサイトを運営しているのであれば、データベースから最適な情報をレコメン
ド（お勧め）するなどお客様へのアプローチ方法を増やすことができます。

σジλϧԽʹ͚ͯ޲

σーλ׆༻ͰͰ͖Δ͜ͱ

σーλ׆༻ͰಘΒΕΔޮՌྫ
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デʔタͱ͸

ͷి࿩ா΍ࣙॻͳͲࢴ
΋େྔͷ৘ใΛѻ͍΍
͍͢Α͏ʹ੔ཧ͞Εͯ
͍ΔͷͰɺσーλϕー
εͱ͍͑·͢ɻ

　データの活用

˙デʔタͱ͸
データとは、「情報」そのものを指します。伝達、解釈または処理できるよう形式
化され、再度情報として解釈できるものをいいます。
これらのデータを決まった形式（データモデル）で整理したデータの集まりのこと
をデータベースといいます。
データを解釈していくには、大量にあるデータを検索しやすくする必要があります。
たとえば、顧客情報を「氏名」や「電話番号」の項目ごとに整理したり、複数の商品
情報を「商品コード」別に分類したりするとデータベースになります。

߲໨͝ͱ੔ཧ͢Δ͜ͱͰσーλϕーεʹͳΓ·͢ɻ
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˙デʔタのϝϦοτ
データを整理したデータベースは、情報を１つの場所に集積したものですが、単に
集積しただけではデータベースとはいえません。集積したデータを抽出・編集・共有
しやすくすることこそデータベースの役割です。
整理された情報は扱いやすく、必要なときに必要なデータをすぐに取り出せる点が
最大のメリットです。

たとえば、以下のような場面でデータベースが役立ちます。
ɹᶃച্঎඼ͷॱҐ΍ߏ੒ൺΛ͍ͨݟ
ɹᶄάϥϑʹ͢Δ͜ͱͰޙࠓͲͷ঎඼Λച͍͔ͬͯ͘ͷ༏ઌॱҐΛ෇͚ΒΕ·͢
ɹɹʢ"#$෼ੳͱ͍͍·͢ʣ
ɹᶅ௨ৗ2ׂͷ੡඼͕܈શମͷ8ׂͷച্Λ্͍ͯ͠ܭ·͢

●上の表は商品ごとの売上とその構成比を表しています。

●左下の表は上の表を売上の多い順に並べ替えたものです。こうすることでABC分
析ができます。

●右下の図は左下の表を棒グラフで表したものになります。

●これらの図表から売上の多いD・B・F・A商品をもっと積極的に販売していく、な
どの意思決定ができることになります。
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デʔタ活༻のํ͑ߟͱಈ向

ʹͱநग़͕؆୯ࡧݕ
Ͱ͖ɺ෼ੳ΋ՄೳͰ͢

˙デʔタ活༻のํ͑ߟ
●商品在庫データの中から、在庫数が一定数以上の商品を見つけたい。
●住所録の中から、東京都在住の人物をリストアップしたい。
●契約リストのなかから、担当者が「山本」のものだけを抜き出したい。

上記のような業務をする場合、バラバラな形式でデータが保存されていると、目的
の情報を地道に探さなければならず、多くの時間と労力を要します。データベースな
ら検索や抽出がしやすいので、面倒な作業をせずに済みます。
データを加工して分析に活かすことも可能です。また、複数人で表計算ソフトにア
クセスして同時編集も可能なアプリもあります。

例︓住所録の中から東京都在住の人物を抽出

7 5



˙デʔタ活༻のಈ向
データ活用の歴史は長いものです。以前は、大量のデータを活用する場合、ハード
ウエア導入から考える必要がありました。
現在ではパソコンで、だれでも比較的簡単に扱えるようになりました。
売上データや顧客データなどデータ分析にも優先順位をつけて取り組むとよいで
しょう。分析を重ねることで、これまで見えなかった新たな発見もあるでしょう。
データ活用には表計算ソフトを使います。「Excel」（有料）や「Googleスプレッドシー
ト」（無料）があり、試したうえで導入を検討しましょう。

ʮ˞&YDFMʯ͸.JDSPTPGU ࣾͷ঎ඪ·ͨ͸ొ࿥঎ඪͰ͢ɻ
ʮ˞�(PPHMFεϓレッドγートʯ͸ɺ(PPHMF�--$� ͷ঎ඪ·ͨ͸ొ࿥঎ඪͰ͢ɻ

˙デʔタ活༻のεςοϓ
˔活༻の໨తͱ໨ඪのઃఆ
どのようなデータを蓄積し、検証したいかを検討します。
•小売業であれば、売上データ、在庫データ、客層データなど。
•飲食業であれば、商品別売上データや客層データなど。

˔デʔタのՄࢹ化ɾ෼ੳ
• データを共有し可視化します。
•データを分析し、意思決定します。

දࢉܭιϑトͷಋೖ
͸͑͏ͨ͠ࢼͰਐΊ·
͠ΐ͏

ଶʹΑͬͯۀछۀ
஝ੵ͍ͨ͠σーλɺ
σーλ͍ͨ͠ূݕ
Λݕ౼͠·͠ΐ͏
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˙デʔタ活༻のಈ向
ʮ(PPHMF εϓϨουγʔτʯ
グーグルのメールを導入すると無料で使えます。
共有作業もできます。コストを抑えた利用をしたい
場合におすすめです。

ʮ&YDFMʯ
Microsoft 社から提供されている有償の製品を指
します。PCを使う人なら誰でも一度は触ったことが
あると思われます。データベース化にも優れている
ので、加工や分析に最適な表計算ソフトを使いたい
といった場合におすすめです。

デʔタ活༻のϙΠϯτ΍ཹҙ఺

σーλ׆༻͸͍࢖΍͢
͞ͳͲ΋׆ྀ͠ߟ༻͠
͍͖ͯ·͠ΐ͏

ҿ৯ళͰͷओͳσーλ׆༻ྫ
σーλ ಺༰ ෼ੳ΍ҙܾࢥఆʢࡦࢪʣ

ച্࣮੷ ೔ผ � िผ �݄ผͷച্࣮੷ΛҰཡදࣔ ΋ͬͱ΋དྷ٬͕ଟ͍೔ʹͪΛ೺Ѳ͠
ΩϟϯϖーϯΛ࣮͠ࢪ·͢

༵೔ผ࣮੷ ച্ɾ٬਺ɾ٬୯Ձͷ༵೔ผ࣮੷
΋ͬͱ΋དྷ٬਺͕ଟ͍༵೔Λ೺Ѳ͠
ͯɺΩϟϯϖーϯ΍クーϙϯൃ׆ʹߦ
༻Ͱ͖·͢

೔ใরձ ೔ใΛরձ͢Δͱͱ΋ʹɺ࣌ؒผʷ෦໳
ผͷ෼ੳΛӾཡ͢Δ͜ͱ͕Ͱ͖·͢

࣌ؒଳ͝ͱͷ٬଍Λ೺Ѳͯ͠ɺద੾ͳ
ਓһ഑ஔΛ࣮現Ͱ͖·͢

࣌ؒଳผ
࣮੷ ച্ɾ٬਺ɾ٬୯Ձͷ࣌ؒଳผ࣮੷ ࣌ؒଳ͝ͱͷ٬଍Λ೺Ѳͯ͠ɺద੾ͳ

ਓһ഑ஔΛ࣮現Ͱ͖·͢

༧࣮ରൺ ༧࣮؅ཧΛ࣮͠ࢪ·͢ ച্ਐ௙άϥϑ͕දࣔ͞ΕΔͷͰɺϦ
ΞϧλΠϜͰୡ੒ঢ়گΛ֬ೝͰ͖·͢

૊ผ࣮੷ ͓٬͞·͕Կਓ૊Ͱདྷళ͢Δ͜ͱ͕ଟ͍
͔άϥϑͰ෼ੳ

ళฮͷςーϒϧߏ੒΍Ұࡼ౰ͨΓͷྔ
Λ൑அ͢ΔࢦඪʹͰ͖·͢ɻ

٬૚ผ࣮੷ ೥ྸ૚΍ར༻ऀ૚ͳͲɺ͓͖޷ͳ٬૚߲
໨Λઃఆͯࣗ͠ܭूʹࡏͰ͖·͢

೥ྸ૚͝ͱͷΩϟϯϖーϯͳͲʹ׆༻
Ͱ͖·͢

঎඼ผ࣮੷ "#$෼ੳΛάϥϑදࣔ͠·͢ ച্਺ྔͷϥϯΩϯά͕ࣗಈࢉग़͞Ε
ΔͷͰɺৗʹചΕےΛ֬ೝͰ͖·͢

自社で必要なデータを収集し分析することが重要です。また、
分析結果をよく検討し次のアクションにつなげましょう。

　データベースの構築と活用

7 7



例ɿ঎඼ʢݿࡏʣϦετ

˙デʔタΛデʔタϕʔεͱͯ͠活༻͢Δ例
必要な情報を構造化します。構造化とは、Excelファイルに代表される、「列」と「行」
の概念をもつデータのことです。
文字通り「構造化」されているため検索、集計や比較などがしやすく、データの解
析や分析に最も適したデータ構造です。

଄Խ͍ͯ͘͜͠ͱߏ
͕ॏཁͰ͢
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˙デʔタϕʔε活༻のϙΠϯτ

例ɿ٬ސϦετ

ѻ͍΍͢͞ͳͲͰ
ಋೖΛݕ౼͠·͢

お客様リストから購入商品ごとに検索・抽出したり、購入日を検索・抽出したりする
ことで活用をしていきます。

˙༷ʑͳ業छͰ͑࢖ɺߏங΋ࣗ༝ͳΫϥ΢υܕのπʔル

クラウド型のデータベースとして、表計算ソフトに代わる構造化が可能なアプリも
提供されています。必要なデータを組み合わせて構築していきます。慣れればさま
ざまなデータ活用ができるようになります。
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デジタル化推進の手引き＜基礎編＞

効果的な
顧客管理の方法

8

8



ੜ׆Ӵੜؔ܎Ӧۀʹ͓͍ͯɺ٬؅ސཧͷσジλϧԽͰͰ͖Δ͜ͱɺσジλ
ϧԽͰಘΒΕΔޮՌྫΛ঺հ͠·͢ɻ

効果的な顧客管理の方法

●生活衛生関係営業はお客様のリピートが重要になります。そのため、お
客様の個人データを蓄積することから進めましょう。顧客データを蓄積す
ることで、お客様にあったサービスを提供できるようになります。
●特に、お客様の嗜好が重要となる理容・美容や飲食店業に有効です。

●予約管理システムと連動することで、予約時にその
人の過去のオーダーや好みを確認でき、顧客満足度
向上を実現できます。
●POSレジと連携することで、統計的なマーケティ
ング情報として活用することもできます。

●デジタル化でネット予約を始めたところ、お客様が圧倒的に増えました。
●顧客データに苦手食材を記録しているため、メニュー提案など一歩踏み
込んだお客様に寄り添ったサービスができるようになりました。

σジλϧԽʹ͚ͯ޲

٬؅ཧͷσジλϧԽͰͰ͖Δ͜ͱސ

σジλϧԽͰಘΒΕΔޮՌྫ
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٬؅ཧͱ͸ސ

٬؅ཧのมભސ˙
これまで顧客管理は次のようなステップで管理してきました。
①デジタル化以前は顧客台帳を手書きで作成
②エクセルで顧客台帳と同じ項目を入力（既存業務の IT化）
③エクセルの顧客データをデータベース化（必要な情報を取り出しやすくする）
④顧客管理システムを導入しさらに管理しやすくする（デジタル化）

　効果的な顧客管理の方法

ᶃ٬؅ސཧͱ͍͑͹खॻ͖
ɹʹΑΔ٬ސ୆ாͰͨ͠

ᶄදࢉܭʢΤクηϧʣͰ٬ސ୆ாͮ͘ΓΛޮ཰Խ

ᶅΤクηϧͷ٬ސσーλΛσーλϕーεԽʢςーϒϧʹ
ɹͯ͠ඞཁͳ৘ใΛऔΓग़͠΍͘͢͢Δʣ͠·͢

ᶆ٬؅ސཧγεςϜΛಋೖ͠͞Βʹ؅ཧ͠΍͘͢͠ · ʢ͢σジλϧԽʣ
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˙Ϋϥ΢υܕのʮ٬؅ސཧγεςϜʯ

　クラウド型の顧客管理システムや、スマートフォンに対応した顧客管理システム
ツールが開発されています。

関࿈πʔルの活༻

ଶʹ͋Θͤͯۀछۀ
ಋೖΛݕ౼͠·͢

●上の表では顧客名（事業者）、その事業者の部署名、電話番号、メールアドレス、
郵便番号など事業者に紐づくデータを入力することでさまざまな角度から検索が可
能になります。
●顧客名がわかれば、連絡先がわかり必要な情報を届けることができます。
●こうしたデータの構造化が比較的簡単にでき、インターネットがつながっていれば
端末に関係なくデータを呼び出すことができます。複数人で共有可能なツールもあ
ります。

8 4



˙εϚϗのʮ٬؅ސཧ�γεςϜʯ

༧໿؅ཧ΍٬ސ
カϧς؅ཧ΋ԁ׈
ʹͰ͖·͢

特定の業種に特化したスマートフォン対応の顧客管理システムが提供されています。
スマートフォン操作で顧客管理できるため、パソコン操作に慣れていない場合でも使
いこなせる利点があります。

˔ඒ༰ࣨ向けの例
ඒ༰ࣨʹͱͬͯඞཁͳ༧໿؅ཧɺ
٬カϧς؅ཧɺച্؅ཧ͕Ͱ͖ސ
ΔεϚートϑΥϯରԠͷ٬؅ސཧ
γεςϜ͕ఏ͞ڙΕ͍ͯ·͢ɻ

顧客の紙カルテ

顧客との
コミュニケーション

予約台帳

売上分析

٬؅ཧγεςϜ͸ސ
ඒ༰͚ࣨ޲΍ҿ৯ళ
૬ੑ͕͍͍ͱʹ͚޲
͢·ΘΕ͍ͯݴ

˔ҿ৯ళ向けの例
ҿ৯ళ͚޲ʹ͸ɺ੮ͷ༧໿͚ͩͰͳ͘コーε
ઃఆͱͦͷコーεͷ༧໿΋؅ཧͰ͖Δ΋ͷ͕
͋Γ·͢ɻ༧໿͕ೖͬͨ͜ͱΛ͍ͪૣ֬͘ೝ
Ͱ͖·͢ɻ
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ํ͑ߟ٬؅ཧのސ˙
顧客管理とは、お客様の氏名や住所といった基本情報や売上などの情報を「管理」
するだけでなくお客様との「関係」を管理（マネジメント）することが重要なのです。
顧客管理をデジタル化する場合には、顧客情報に加え、お客様の購買履歴、購買
頻度、接客時のサポート状況、訪問時の状況など、さまざまな情報を記録できるよ
うになっています。

٬؅ཧのಈ向ސ˙
訪問や電話が主流であった営業活動から、近年はデジタル化が進み、オンライン
上のシステム（スマートフォンでも）を活用するようになりました。特に新型コロナウ
イルス感染症の影響でそのスピードは加速しています。 
現在の状況にあわせたデジタル化を導入することで、業務の効率化や生産性向上
が期待できます。
お客さまは来店されその場で購買を決断するといったことが減っています。イン
ターネットなどの情報で入念に調べてから確認したうえで、来店したり、購入します。
デジタル化を進めることで機会損失も減らせることになります。

ͱデジタル化のಈ向ํ͑ߟ٬؅ཧのސ
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ํ͑ߟ٬؅ཧのސ˙
˔営業活ಈの効཰化ɾ生ੑ࢈向্�ɺଞの業຿ͱの࿈ܞ

 顧客管理システムに蓄積された基本情報（住所・会社名・役職・名前など）に加え、
ホームページへのアクセスやアンケートやキャンペーンへの反応など、お客様の販売
実績や消費情報を「一連のデータ」として活用することで、個々のお客様の嗜好やニー
ズを推測できます。また、他のシステムと連携することで業務全体の効率化・生産
性向上が見込まれます。

˔͓٬༷΁のॊೈͳରԠ�
クラウド型の顧客管理システムであれば、お客様データの店舗内共有はいつでも
どこでも可能なため、おもてなしに向けたお客様の出迎えの準備など、柔軟に対応
できます。

˔஍਒΍ՐࡂͳͲ࣌֐ࡂのデʔタอ؅
クラウド型の顧客管理システムはデータセンターで万が一のリスクに備えてデー
タが管理されており、店舗運営のBCP（事業継続計画）策定・運用にも有効です。

˔ϕςϥϯࣾһのϊ΢ϋ΢Λ৽ೖࣾһ΁ڞ༗
これまでに蓄積された知見・情報・スキル・ノウハウを店舗のスタッフ全員に共有
できるため、新入社員であっても早期にベテラン社員の業務レベルに引き上げるこ
とができます。また、データや動画として保管することができるため、新入社員等
に繰り返して学習する機会を提供でき、ベテラン社員の負担や手間を抑えながら組
織的かつ効果的な教育が可能になります。

8 7
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٬؅ཧͰデジタル化Λ推進͢ΔϝϦοτސ˙
఺にͯ͠΄͔のデʔタの؅ཧ΋Մೳにى٬؅ཧΛސ˔

顧客管理ができると、その顧客が購入したものなども管理できます。さらに、
いくつ購入したか、などの情報と商品の在庫状況情報を組み合わせれば在庫管理
も可能になります。在庫管理ができれば、商品仕入のタイミングと適量を予測で
きます。
こうして、顧客管理を出発点として店舗経営に必要な管理体制を組むことが可
能になっていきます。

8 8



　顧客管理システムの導入

˙デジタル化にΑͬͯ ٬؅ཧΛ効཰化Ͱ͖Δ৔໘ސ
ᶃϗʔϜϖʔジの͓໰߹͔ͤΒ٬ސ৘ใΛऔಘ͠ɺҰ؅ݩཧ͕Մೳ
こうすることにより見込み顧客を増やすことが可能になります。

�٬؅ཧに͓けΔデジタル化のϙΠϯτސ

ྫɿ͓໰͍߹ΘͤϑΥーϜ

左記の「お問い合わせフォーム」の
ように収集したい顧客情報をあら
かじめ検討し記載して顧客情報を
取得することが重要です。

ᶄऔಘ͠た৘ใ͔ΒࠐݟΈ٬΁৘ใ発৴͕Մೳ
メールマガジン配信など、お客さまに自店のことを知ってもらうことが可能になります。

ྫɿϝϧϚΨ
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ᶅҰ؅ݩཧ͞Εた٬ސ৘ใ΍ରԠঢ়گΛڞ༗

一元管理された顧客情報で過去の購買履歴などがわかり、そ
の後の対応もスムーズにできます。

ྫɿߪങཤྺ৘ใ

顧客情報から得られた情報を購買履歴などと連携させることにより、どのお客様がどの
ような商品を購入したかが、わかるようになります。その購買履歴からお客様の嗜好な
どもわかるようになればお勧めを提案することなども可能になります。

8 10



ᶆデʔタΛ෼ੳ͠活༻

誰が、何を、いつ購買した、どんな商品が売れ筋か、など分析が
可能となり、売上向上のための施策を打てることになります。

ྫɿߪങཤྺ৘ใ
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٬؅ཧγεςϜಋೖに向けͯސ˙
ᶃ͓٬༷デʔタのूੵ

お客様の来店データや注文データは、店舗運営に関するさまざまなヒントが詰
まっています。POSレジを始めとして、ハンディ端末や厨房のオーダー受付シス
テム、セルフオーダーやセルフレジ、事前注文や事前決済システム、ECサイトや
デリバリー、キャッシュレス端末などの連携によって必要なお客様データをモレ
なく体系的に集積することが可能になります。

ᶄ͓٬༷デʔタの活༻

お客様のさまざまなデータは店舗の価値を生み出す源泉であり、データを活用
できるよう環境を整備しましょう。お客様の販売実績や消費情報を「一連のデー
タ」として集積し、そのデータをいつでも取り出せる環境を整えると、個々のお
客様の嗜好や購買行動を事前に察知することができるようになります。性別、年
齢などの属性情報によるセグメントも可能となり、個々のお客様の価値観に強く
響くご提案や呼び起こしが手間なく速やかに行えます。
例えば、ポイントカードや LINEを始めとするミニアプリなどと連携させること
により、これまでコストが掛かるため非現実的だったいわゆるOne to Oneのマー
ケティング（個人と消費データの紐づけによる消費行動分析）もテクノロジーの
進化で実現し、ご来店されたお客様に向けてカスタマイズした販売促進が可能と
なりました。

΋ͪΖΜɺ͍࢖΍
͕͢͞ॏཁͰ͢
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31"ʢ3PCPUJD�1SPDFTT�"VUPNBUJPO ʗ
ϩϘςΟοΫɾϓϩηεɾΦʔトϝʔγϣンʣ

RPA（Robotic Process Automation／ロボティック・プロセス・オートメーション）
とは、認知技術（ルールエンジン・機械学習・人工知能等）を活用した取組です。

RPAでは以下の作業が得意です。

●データ入力
基幹システムへの伝票入力、一覧情報のアップロード

●情報収集
社内データマートからのデータ抽出、社外Webサイトか
らの情報収集

●データ集計
抽出した情報の数値集計、複数ファイルの統合や加工、
システム間・アプリ間連携、複数アプリを用いた連続業務

●データ検証
複数の一覧表の比較や照合、ルールに基づいたデータ
チェック

●資料作成・送付
資料への自動転記、決まった宛先へのメール送信

関࿈πʔルの活༻ʢߟࢀʣ

ϫークϑϩーΛ֮͑ͤ͞
Δ͜ͱͰࣗಈతʹۀ࡞Λ
ͤ͞Δ͜ͱ͕Ͱ͖·͢
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令和4年度　生活衛生関係営業のデジタル化推進に向けた
モデル事例の開発実施及び効果検証等事業

デジタル化推進の手引き＜基礎編＞

財務会計ツールの活用
9

9



ͰͰ͖Δ͜ͱɺಘΒ༺׆πーϧͷܭ຿ձࡒʹ·ͷօ͞ऀۀࣄ
ΕΔޮՌྫΛ঺հ͠·͢ɻ

財務会計ツールの活用

●経理業務のクラウド型会計ソフトを導入しペーパーレス化を進め、リモー
トワークに対応できるようにしましょう。
●業務の効率化以外にも、印刷関連費・郵送費・出勤手当といったコスト
の削減が可能になります。
●経理業務は企業のビジネスの根幹となるため、全ての業種で重要です。

●伝票入力や決算書の作成のデジタル化によって業務を効率化し、従業員
の負荷軽減や決算の早期化が可能になります。
●経理業務のリモートワーク対応が可能になることで、新型コロナウイルス
感染症の拡大時のような出勤が困難な状況下での業務への影響を小さく
することが可能になります。

●税理士・会計士を雇わなくても自分自身で確定申告
までできるようになりました。
●客単価を上げてコストを下げるなど、経営的視点で
考えることが身につき、仕事での成果が数字としてわ
かるようになりました。

σジλϧԽʹ͚ͯ޲

ͰͰ͖Δ͜ͱ༺׆πーϧͷܭ຿ձࡒ

σジλϧԽͰಘΒΕΔޮՌྫ
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ཧ業຿の͋Δ΂͖࢟ܦ

●現　状

●理　想
 （あるべき姿）

　財務会計ツールの概要

ͷॻྨΛલఏͱͨ͠खଓ͖ࢴ

σジλϧσーλͰͷॲཧΛલఏͱͨ͠खଓ͖

ɾࢴͷॻྨͱೖྗͨ͠σーλ͕Ϧϯク͠ͳ͍
ɾԿ౓΋ಉ͡಺༰ͷೖྗ͕ۀ࡞ඞཁ

ɾ࠷ॳ͔Β৘ใ͕σーλԽ͞Ε͍ͯΔ
ɾσーλ͕Ұݩతʹ؅ཧ͞ΕɺҰ؏ͯ͠࢖༻͞ΕΔ

खଓ͖ʹखؒͱ࣌ؒΛཁ͢Δ
ɾࣜܗతͳνΣックʹ࣌ؒΛׂ͔Εͯ͠·͏
ɾʮࢴͷॻྨͷ಺༰֬ೝʯʮܾࡋखଓ͖ʯͱ͍ͬͨஈ֊త
��ͳॲཧʹͳΔ
ɾ಺༰ͷมࡍ͕ͨͬ͋ߋɺؔ࿈෦෼΍ޙଓͷखଓ͖ͷ
��मਖ਼͕ඞཁʹͳΔ

खଓ͖͕؆ศɺ࣮֬Ͱਝ଎ʹߦΘΕΔ
ɾ؆ུԽ͞Εͨࣄ຿खଓʹΑͬͯੜ্͢޲͕ੑ࢈Δ
ɾॻྨͷ੔උ΍ىҊʹΑΔख͕ؒͳ͍ͨΊɺ׆ۀࣄಈʹ
��ઐ೦Ͱ͖Δ
ɾࣜܗνΣックͷख͕ؒͳ͍ͨΊɺ಺༰ͷਫ਼ࠪ΍ଞͷ
຿ʹ࣌ؒΛׂ͘͜ͱ͕ՄೳʹͳΔۀ��

紙の書類を前提とした現状と、デジタル化によって実現すべき、あるべき姿を示します。
手間と時間を要する紙での手続きから、デジタルデータを活用した効率的な処理へ
と転換していくことが求められています。

9 3

財
務
会
計
ツ
ー
ル
の
活
用

�



͍͍͑
�� ʢ̀��ʣ

͍͍͑
�� ʢ̀��ʣ

͸͍
�� ʢ̀���ʣ

͸͍
�� ʢ̀���ʣ

ࢉܾ ຿ࡒ

ཧ業຿のデジタル化のల๬ܦ˙
経理担当者が身内（配偶者や親族）でも、経理業務のデジタル化に伴い、今後はリモー
トワークに対応できる体制づくりをしていきましょう。

新型コロナウイルス感染症対策による出社の自粛などで、多くの企業で決算業
務、財務業務に影響がありました。
今後の社会情勢の変化や災害等で出社ができなくなった際の業務への影響を最
小限に抑えるためにも、リモートワークができる体制を構築しておくことは非常に
重要です。

ʮ৽型コϩφ΢ΠϧεʹΑΔ೔ຊۀاͷܦཧࡒ຿ۀ຿΁ͷӨڹʯʹ͍ͭͯͷௐࠪ݁Ռʢ2�2� ೥ �݄ʣ

ϦϞートϫークʹ͸ɺ
ɾΦϑΟε௞ྉ΍௨ۈඅͷݮ࡟
ɾ༏लͳਓࡐΛ࠾༻͠΍͘͢ͳΔ
ͳͲͷϝϦット΋͋Γ·͢ɻ

πʔルのಈ向ܭ຿ձࡒ

Q. 新型コロナウイルスによる今後の業務に影響はありそうですか？
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ཧ業຿のデジタル化に͓けΔ՝୊ܦ˙
経理業務のデジタル化を行うためには、以下のような課題の解決が必要です。

ᶃܦཧγεςϜのಋೖͱ業຿の౷߹
記帳や経費の精算、取引先への請求・回収、決算、税務申告など、さまざま
な業務をクラウド型会計ソフトで行える体制が重要です。
個々のシステムを使用していると、効率性が落ちてしまうため、クラウド環境
を活用してこれらのシステムを統合・連携させることができれば、経理業務を効
率的にデジタル化することが可能になります。

ᶄ業຿のϖʔύʔϨε化
紙の書類のスキャンとデータのクラウド保存を社内でルール化するほか、社外
との協力で書類のやりとりにPDF などのデータを使用することでペーパーレス
化が可能になります。
デジタル化、ペーパーレス化を進めることでリモートワーク対応を進めること
にもつながります。

ϦϞートϫークʹରԠ
͢ΔͨΊʹ͸ɺηΩϡ
ϦςΟରࡦΛ͜͏ߦͱ
΋՝୊ͱͳΓ·͢ɻ
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　財務会計ツールの導入と活用

πʔルಋೖ࣌の֬ೝ事߲ܭ຿ձࡒ˙
˔業຿Λ͑ݟΔ化͢Δ

自社の経理部門が抱えている課題の洗い出しや業務フローの見える化を行い、
「どの業務にどれくらいの人数・工数が必要か」を確認します。
それにより、デジタル化が可能な業務や効率化ができる業務を判断する必要が
あります。

˔関係෦ॺ΍औҾઌ΁のप஌Λ͏ߦ
経理の業務は、経費の精算や給与の管理、請求書の支払いや入金の確認など、
他部署との連携や社外とのコミュニケーションが必要不可欠です。
デジタル化による業務フローの変化にスムーズに適応するためにも、関係者へ
の事前の周知が重要です。

˔業຿のଐਓ化Λ๷͙
経理業務は専門性があり、難解な
ものは属人化しやすい傾向にありま
す。業務フローの見える化によって
ある程度の属人化を防ぐことはでき
ますが、デジタル化後に再度属人化
させないためにマニュアルの整備や
引き継ぎ体制の構築をしておくこと
が重要です。
税理士等の打ち合わせの負荷を大
きく軽減できるようにもなります。

業຿のデジタル化のϙΠϯτࢉཧɾܾܦ
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0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

その他

病気の予防になる

作業に集中できる

自分や家族のための時間を
とりやすくなった

好きな場所で作業を
することができる

通勤時間が削減される

(%)
81.5

53.8

45.1

37.1

32.9
1.7

(n=286)
テレワークの利点

（出典）総務省（2021）「ウィズコロナにおけるデジタル活用の実態と利用者意識の変化に関する調査研究」

業຿Λデジタル化͢ΔϝϦοτࢉཧ業຿ɾܾܦ˙
˔業຿の効཰化

経理は月ごと、半期ごと、年単位などで繰り返しの定型業務が多いため、伝
票の起票などの繰り返しの定型業務の自動化ができれば手作業に費やす時間を
削減でき、効率的な業務の遂行が可能になります。

˔ίετのݮ࡟
伝票や証憑の印刷関連費、請求書や領収書の郵送費が必要なくなるほか、業
務の効率化によって従業員の残業代といった費用を削減することが可能になり
ます。

˔ϦモʔτϫʔΫ͕ՄೳにͳΔ�
従業員がワークライフバランスを実現できる
通勤等の時間を自由に使えるようになるため、自己啓発や家族と過ごす時間
を確保できるようになり、従業員の満足度向上が期待できます。

優秀な人材を確保しやすくなる
人材の採用の際、居住地や通勤時間を考慮せずに選考できるほか、子育てや
介護といった「仕事」と「プライベート」の両立を目指す人材の採用が可能にな
ります。
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εΩϟンσーλ

Ξοϓϩーυͯ͠࢓༁࡞੒

੥ٻॻ࡞੒ɾडྖ

ϝールͰडྖͨ͠
੥ٻॻ

&$αΠτ౳Ͱ
Εͨྖऩॻ͞ߦൃ

ి帳๏の
ཁ݅ʹଈͯ͠
σーλอଘ

Ξοϓϩーυͯ͠
߲໨ೖྗ

ཁ݅ࡧݕ

औҾσーλࢠి ϝールͰडྖͨ͠
੥ٻॻ

&$αΠτ౳Ͱ
Εͨྖऩॻ͞ߦൃ

औҾσーλࢠి

औҾ೔ɾऔҾઌɾֹۚͰ
Մೳࡧݕ

గਖ਼ŋ࡟আ͕Ͱ͖ͳ͍
シεテϜͰのอଘ

アップロードアップロード 保存

参照保存

保存

˙証ጪྨのిࢠ化ʢϖʔύʔϨε化ʣ
「電子帳簿保存法」により帳簿や決算書、請求書など国税関係帳簿・書類を、一
定の条件を満たせば電子化して保存することが認められています。
市販のシステムを活用することにより、証憑類の電子化に対応することが可能です。

ா฽อଘ๏ରԠγεςϜͷҰྫࢠి

関࿈πʔルの活༻

ӡ༻අ༻΍ऀۀࣄͷ
ଘγεςϜͱͷ૬ط
ੑͷΑ͞Λݕ౼ͯ͠
બఆ͠·͠ΐ͏
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ॺࢠి˙ ʢ໊ҹؑのిࢠ化ʣ
　ʢ༏ઌ度͕௿͍͕஌ͬͯ ͓͍ͯ΄͍͠ʣ
契約書や請求書の電子化に伴い、電子署名システムの導入が必要になります。
印紙代の削減や押印・郵送の手間の削減が可能で、無料で利用できるサービスも
あります。
必要な機能、運用にかかる費用を考慮して選定を行うことが重要です。

多くの製品が提供されています。自社の環境や必要な機能に照らして比較検討し
て導入しましょう。

΍͢͞΋͍࢖
ॏཁͰ͢

検討の視点　例

導入実績 छผͳͲͷಋೖ࣮੷Λൺ΂ͯΈ·͠ΐ͏ۀ

コスト ແྉͰར༻Ͱ͖ΔαーϏε΋ఏ͞ڙΕ͍ͯ·͢

作成～管理
まで行いたい ؅ཧ·ͰରԠͰ͖Δ੡඼΋ఏ͞ڙΕ͍ͯ·͢

サポート αϙート΍コϯαϧػೳ͕ॆ࣮ͨ͠αーϏε΋
ఏ͞ڙΕ͍ͯ·͢

紙の契約書も
活用したい ͢·Ε͍ͯ͞ڙ໿ॻͱซ༻Մೳͳ੡඼΋ఏܖͷࢴ
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˙Ϋϥ΢υαʔϏεのಋೖ
ハードウェアの購入やソフトウェアのインストールを必要としない、クラウド会計ソ
フトの導入により、経理業務のさらなる効率化が可能になります。ぜひ導入してほし
いシステムです。

˔Ϋϥ΢υձܭιϑτのϝϦοτ
メンテナンスが不要
インストール型と異なりアップデートが自動で行われ、切り替え作業が不要で費
用もかかりません。

セキュリティ面での安全性が高い
パソコンにデータを保存する場合、故障やウイルス感染によるデータ破損・流出
のリスクがあります。
セキュリティ対策が施されたクラウド会計ソフトの場合はパソコンが原因でのリ
スクを限りなく低減できます。

利用する場所や端末を選ばない
インターネットを介してサービスを利用するため、自宅だけでなく外出先のパソ
コンから入力することも可能です。またスマホアプリからの経理作業が可能になっ
ているため、移動中などの隙間時間も有効活用できます。

クラウド会計ソフトは機能や金額感が幅広いため、金額や利用人数、サポート体
制など、企業の今後の経理業務の運用体制を考慮して選定しましょう。

ར༻͢ΔΞカ΢ϯト਺ʹ
Αͬͯ΋ྉ金͕େ෯ʹ
ҟͳΔͨΊऀۀࣄͷࠓ
ըʹ΋ཹҙܭͷਓһޙ
͠·͠ΐ͏
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˙業຿の効཰化
˔業຿のࣗಈ化にΑΓ業຿効཰化͕実ݱ

伝票の起票などの定型業務を自動化することにより、業務にかかる時間を短縮
し、効率的な業務の遂行が可能になります。

˔γεςϜのҰݩ化にΑΓ業຿効཰化͕実ݱ�
従来、管理が分散していた情報を、デジタル化によって一元化することで管理
業務が簡略化され、業務の効率化につながります。

業຿のデジタル化のϝϦοτࢉཧɾܾܦ

従　来 一元管理
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デジタル化推進の手引き＜基礎編＞

人事・勤怠管理ツール
10

10



ੜ׆Ӵੜؔ܎Ӧۀʹ͓͍ͯɺਓࣄɾۈଵ؅ཧπーϧͰͰ͖Δ͜
ͱɺਓࣄɾۈଵ؅ཧπーϧಋೖͰಘΒΕΔޮՌྫΛ঺հ͠·͢ɻ

人事・勤怠管理ツール

●人事業務は従業員を管理し正確な給与支払いまで実施する重要な業務
です。この部分をデジタル化することで正確性と効率性を両立できます。
●コスト削減と従業員満足度向上を同時に実現できますので、ぜひ導入を
進めて人事・勤怠管理のデジタル化を実現していきましょう。
●比較的導入が簡単な勤怠管理と給与計算から導入することをおすすめし
ます。

●入社手続きや年末調整などの多様な労務手続きを
ペーパーレス化できます。
●勤怠管理から給与システムまで一貫した業務を効率
化ができます。
●給与システムと会計システムを連携することで面倒な
仕訳も不要になります。

●正確な業務の遂行で給与ミスなどが減少します。
●人事データの蓄積で昇給昇格時の考課がスピーディにできます。
●人事担当者の負担が軽減し採用活動に時間を割けます。
●クラウド型のツールにより安価にシステムを導入できます。

σジλϧԽʹ͚ͯ޲

ਓࣄɾۈଵ؅ཧπーϧͰͰ͖Δ͜ͱ

ਓࣄɾۈଵ؅ཧπーϧಋೖͰಘΒΕΔޮՌྫ
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ਓ事ɾۈଵ؅ཧπʔルͱ͸

　人事・勤怠管理ツールの概要と種類

˙ਓ事ɾۈଵ؅ཧπʔルͱ͸
●雇用契約や入社手続きがペーパーレスで完結できるツールです。従業員情報も
自動で蓄積されます。
●Web上で受け取れる給与明細や年末調整のペーパーレス化を実現できます。
●勤怠管理もツールを使うことで、その集計から給与計算まで一貫して実施でき
ます。
●労災保険や雇用保険、社会保険、源泉所得税の手続きも人事・勤怠管理ツール
からオンラインで届出が可能です。
●蓄積された人事データを用いて人事考課も可能です。

ϖーύーレε΍ۀ຿
࣌ؒͷޮ཰Խ͕࣮現
Ͱ͖·͢

人事に関する業務はこれまで手間のかかる業務でした。
デジタル化が進展したことで、従業員が自分の情報を自ら入力し、その情報を利
用して役所などへの申請も簡単にできるようになってきています。

؅ཧݩһ৘ใのҰۀै
従業員が自ら入手した情報を利用・管理

ϖʔύʔϨεԽ
紙、ハンコ、手書き不要

ؔ࿈αʔϏεと࿈ܞɺࣗಈԽ
役所への電子申請もオンライン化

人
事
・
勤
怠
管
理
ツ
ー
ル

��
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˙ਓ事ɾۈଵ؅ཧπʔルのػೳ

人事・勤怠管理ツールには以下のような機能があります。
各機能を連携して利用でき、必要な機能だけを用いるこ
とが可能なツールもあります。

・人事労務管理
　入社手続き・雇用契約・年末調整・社会保険事務

・勤怠管理
　勤怠管理・休暇管理・打刻丸め機能

・給与計算
　給与賞与計算、WEB明細

ਓ事ɾۈଵ؅ཧπʔルͰͰ͖Δ͜ͱ

खؒͷ͔͔Δۈଵ
؅ཧ΋ൺֱత༰қ
ʹͰ͖·͢

໘౗ͳڅ༩ࢉܭ΋
؆୯ʹͰ͖·͢

੒࡞ॻのࡉ༩ɾ৆༩໌څ
支給、控除、差し引き支給額を自動計算
計算の手間やミスを軽減

௞金୆ாɾैۀһ୆ா
入力したデータは、賃金台帳・従業員台帳
に自動で反映
手間も時間も削減

ਓۀࣄ຿
ͷ಺༰ ϝϦット ଞͷΞϓϦ

ͱͷ࿈ܞ

労務 ͠؏ධՁ·ͰҰࣄΒਓ͔༺࠾
ͯσジλϧԽ

ଵ؅ཧɺۈ
ࢉܭ༩څ

勤怠管理 ଧ͔ࠁΒूܭ·ͰσジλϧԽ ࢉܭ༩څ

給与計算 ౳Λؒ࣌ͨ͠ܭଵ؅ཧͰूۈ
΋ͱʹڅ༩ࢉܭΛσジλϧԽ

ଵ؅ཧɺۈ
ձܭ

ಋೖ͠΍͍͢Α͏
ʹগਓ਺Ͱ͸ແྉ
ͳ΋ͷ΋͋Γ·͢
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σジλϧԽ͸ਓࣄઐ
໳Ո͚ͩͷۀ຿Ͱ͸
ͳ͘ͳ͖ͬͯ·ͨ͠

　人事・勤怠管理ツール導入のポイント

˙ਓ事業຿に͓けΔデジタル化のݱঢ়

ᶃͳͥਓۀࣄ຿ͰσδλϧԽ͕ਐΜͩの͔
雇用の流動化により、人材が貴重な資源となる現代社会では、離職防止やエン
ゲージメント向上など新たな人事課題が発生するようになってきました。こうした
課題への対応と IT 技術の進歩が、デジタル化を推進してきました。

ᶄγϑト૊ΈͳͲのෳࡶͳۀ຿΋σδλϧԽͰ؆୯ʹ
大量にパート・アルバイトを雇う業種では、シフト組みや契約書関係の業務の
効率化が大きな課題でした。これをデジタル化することで専門人材なしでも処理
ができるようになりました。

ᶅγϑト૊ΈΞϓϦのྫ
飲食店など複雑なシフトを組むアプリも出てきています。希望シフトを収集す
ることでシフト表の作成が可能なアプリもあります。
クラウド上で作成されるため、シフト表をスタッフと共有できるようになります。

ਓ事業຿に͓けΔデジタル化のݱঢ়ͱ՝୊

๬γϑτのऩूر

γϑτදの࡞੒ͱ؅ཧ

εタοϑͱのڞ༗

人
事
・
勤
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理
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˙ਓ事業຿に͓けΔデジタル化の՝୊

人事関係をデジタル化していくうえで解消できない課題も存在します( 人事担
当者の声）。

ᶃਓࣄධՁΛσδλϧԽͰਪਐ͢Δ
もともとの人事評価の基準が曖昧な場合、評価の適正性が問題となります。
現在のところ、デジタル化しても解消できるか不明です。

ᶄݸਓのཁ๬Λฉ͖入Εͨγϑト૊ΈΛσδλϧԽͰ
ɹղফ͢Δ

シフト組みをデジタル化することはできても、個々人の要望を聞いたうえ
でのデジタル化なので、どうしても空きが出てしまいます。そのため、店長
などの責任者等が対応しなければなりません。人手不足という本質的な問題
はデジタル化で解消することは困難です。

ᶅڭҭ܇࿅ΛਓࣄσδλϧԽʹऔΓ入ΕΔ
教育訓練は別のシステム（eラーニングなど）で行わなければならず、その
訓練結果や評価をデジタル化して取り入れられるか不明です。
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˙ਓ事業຿のデジタル化の事例ͱӡ༻のϙΠϯτ

ᶃͲ͜Ͱ΋ଧ͕ࠁͰ͖Δۈଵ؅ཧのσδλϧԽ
勤怠管理システムの導入でリモートワークもスムーズになります。 

ᶄू͑͞ܭͰ͖Ε͹څ༩ࢉܭ͸ࣗಈԽ͕Մೳ
給与計算自動化システムの導入で業務効率化を実現できます。
また、社会保険手続きや年末調整まで一貫して処理できます。

ਓ事業຿のデジタル化の事例ͱӡ༻のϙΠϯτ

৽型コϩφ΢Πϧεײછ঱ͷӨڹͰࣗ୐Ͱͷۈ຿͕ՄೳʹͳΓ
·ͨ͠ɻͦͷͨΊɺଧํࠁ๏΋͞·͟·ͳରԠΛ͍ͯ͠·͢ɻ

͜Ε·ͰΤクηϧΛڅͯ͠࢖ۦ༩ࢉܭΛ͖ͯ͠·͕ͨ͠ɺ
຿Λ΄΅ࣗಈԽͰ͖·ͨ͠ɻۀΞϓϦͰࢉܭ༩څ

事�例

事�例

※給与計算から明細書作成まで無料でできるアプリもあります。無料とはいえ自
動計算までしてくれるので、計算結果を検証できる知識があれば活用を検討で
きるのではないでしょうか。
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デジタル化推進の手引き＜基礎編＞

ＩＴ導入補助金の
申請方法と活用のポイント
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*5 ಋೖิॿۚの֓ཁ

˙ *5 ಋೖิॿۚͱ͸
தখۀا౳ָ͕͕ࣄ࢓ʹͳΔศརͳʮ*5 πーϧʯΛಋೖ͢Δ͜ͱʹର͠ɺ͕ࠃҰ෦
Λิॿͯ͘͠ ΕΔ੍౓ɻ

˙ *5 ಋೖิॿۚの໨త
Ͱ͖Δ͚ͩਝ଎͔ͭଟ͘ͷͷதখۀا౳ͷσジλϧج൫Λ࡞Γ্͛Δ͜ͱɻ

ɾ*5 ಋೖࢧԉऀۀࣄͱͯ͠ྗڠਃ੥
ɾ̹ (SBOUT	+ άϥϯπ 
Λ࢖༻͢ΔͨΊʹ͸ɺH#J[ʢ(Ϗζʣʹͯ
ۀاਃ੥༻ͷࢠి *%Λऔಘ

IUUQT���XXX�JU�IPKP�KQ�ɹ*5 ಋೖิॿ金 2�22)1 রࢀ

ಋһࢦӦܦ

ਃ੥ɾಋೖの�ͭのεςοϓ

ɹ͜͜Ͱ͸ऀۀࣄͷօ༷ʹ *5 ಋೖิॿ金ͷʮσジλϧԽج൫ಋೖ࿮ʯ
Λ͝ཧղ͍͖ͨͩɺࢧԉʹ͚޲ Ұͯา଍Λ౿ΈೖΕͯ΋Β͏͜ͱʹ͍ͭ
͓ͯ఻͑͠·͢
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σジλϧԽج൫ಋೖ࿮ެืཁ ʢྖ2�22 ೥ �݄ɿ2�2� ೥݄̎ߋ৽ʣΑΓൈਮ
https://www.it-hojo.jp/r03/doc/pdf/r3_application_guidelines_digitalwaku.pdf

" ྨ型Ͱ͸̍ ͭҎ্ͷιϑト΢ΣΞಋೖ
#ྨ型Ͱ͸̐ͭҎ্ͷιϑト΢ΣΞಋೖ
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デジタル化ج൫ಋೖ࿮

˙デジタル化ج൫ಋೖ࿮ͱ͸
会計関連・販売関連・ポス関連ソフトなどが導入されていないデジタル化が進
んでいない店舗のデジタル化を支援する。
主な特徴
˔ੜ׆Ӵੜؔ܎ӦऀۀͳͲɺݸਓళ౳Ͱͷ׆༻ʹ༗ޮɻ
˔ੜܭ্޲ੑ࢈ըɺ਺஋ܭը͸ෆཁɻ
˔ੜ্޲ੑ࢈ͱͱ΋ʹɺྩ࿨�೥1�݄͔Βελート͢ΔΠϯϘΠε΍&$ʹରԠɻ
˔ਃ੥ऀͷ௞্͛ܭըɺαΠόーηΩϡϦςΟ͓ॿ͚ୂαーϏε͸Ճ఺ର৅ɻ
˔ಉ͡தখ͕ۀاBC型ͱσジλϧج൫ಋೖ࿮ͷ2ͭਃ੥Մೳɻʢಉ͡ྨ型ͷਃ੥͸̍ ճʣ
˔12ϱ݄Λ௒͑Ε͹࠶౓ͷਃ੥͕Մೳɻ
˔ϋード΢ΣΞレϯλϧͰ͸ͳ͘ɺߪೖ͕Մೳ

˙デジタル化ج൫ಋೖ࿮のର৅ *5 πʔル
˔ձܭιϑトɾडൃ஫ιϑトɾܾࡁιϑトɾ&$ιϑトͳͲ
˔クϥ΢ドར༻ྉ΍1$ɾλϒレットɺレジɾ݊ചػ౳ͷϋード΢ΣΞͷಋೖඅ༻ͳͲ
˔1$ɾλϒレットɾϓϦϯλーɾεΩϟφーٴͼͦΕΒͷෳ߹ثػ
☑ิॿ্ֹݶɿ1�ສԁʢิॿ཰1�2ʣ
☑レジɾ݊ചػ౳ิॿ্ֹݶɿ2�ສԁʢิॿ཰1�2ʣ

σジλϧԽج൫ಋೖ࿮ެืཁ ʢྖ2�22 ೥ �݄ɿ2�2� ೥݄̎ߋ৽ʣΑΓൈਮ
IUUQT���XXX�JU�IPKP�KQ�S���EPD�QEG�S�@BQQMJDBUJPO@HVJEFMJOFT@EJHJUBMXBLV�QEG
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IUUQT���XXX�JU�IPKP�KQ�ɹ*5 ಋೖิॿ金 2�22)1 রɹࢀ

˔σジλϧԽج൫ಋೖ࿮ʢσジλϧԽج൫ಋೖྨ型ʣͷର৅ *5 πーϧ͸ձܭιϑトɾ
डൃ஫ιϑトɾܾࡁιϑトɾ&$ιϑト౳͕ର৅ɻ
˔クϥ΢ドར༻ྉ΍1$ɾλϒレットɺレジɾ݊ചػ౳ͷϋード΢ΣΞͷಋೖඅ༻΋
ิॿର৅ɻ
˔1$ɾλϒレットɾϓϦϯλーɾεΩϟφーٴͼͦΕΒͷෳ߹ิثػॿ্ֹݶɿ1�
ສԁʢิॿ཰1�2ʣ
˔レジɾ݊ചػ౳ิॿ্ֹݶɿ2�ສԁʢิॿ཰1�2ʣ

�ສԁʙ��ສԁҎԼʢิॿ཰
���ʣ��ສԁ௒ʙ���ສԁʢิ
ॿ཰2��ʣ

ձܭιϑトɺडൃ஫ιϑトɺܾࡁι
ϑトɺ&$ιϑトʹิॿର৅ΛಛԽ

1$ɾλϒレット౳ͷϋード΢ΣΞ
ʹ͔͔Δߪೖඅ༻΋ิॿର৅

クϥ΢ドར༻ྉΛ࠷େ2೥෼ิॿ

֓ཁ
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ʮ̇*5 ಋೖࢧԉ事業ऀʯΛ *5 ಋೖࢧԉ事業ऀҰཡ
　͔Βબఆ͢Δɻ

ਃ੥ɾखଓ͖

ʮ˞*5 導入ࢧԉऀۀࣄʯ
*5 πーϧͷఏҊɾಋೖٴͼܭۀࣄը౳ɺ֤छਃ੥౳ͷखଓ͖ͷαϙートΛ
΋Β͏ύートφーͯͬߦ

ʮ˞*5 πʔϧʯ
ຊۀࣄʹ͓͍̞ͯ ̩ಋೖࢧԉ͕ऀۀࣄఏ͠ڙɺ͔ͭࣄ຿ࣄʹہલొ࿥͞Εͨ
ิॿऀۀࣄͷ࿑ಇੜ͢ࢿʹ্޲ੑ࢈Δʮιϑト΢ΣΞ੡඼ʯ΍ʮクϥ΢ドα
ーϏεʯ౳

IUUQT���XXX�JU�IPKP�KQ�ɹ*5 ಋೖิॿ金 2�22)1 রɹࢀ

ԉ事業ऀのબఆのྲྀΕࢧ
　ᶃαϙʔτ͍ͯ͠Δ஍ҬͰબͿ
　ᶄαϙʔτ業छΛ֬ೝ　
　ᶅఏڙͰ͖Δʮ*5 πʔルʯΛ֬ೝ
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˙H#J[*%ϓϥΠϜΛऔಘ͢Δ
　　ਃ੥͸ʮK άϥϯπʯͱ͍͏࢓૊ΈΛͬ࢖たిࢠਃ੥のΈ

IUUQT���XXX�JU�IPKP�KQ�ɹ*5 ಋೖิॿ金 2�22)1 রࢀ

ަ෇ਃ੥ͷཁ݅ʹ͸ʮH#J[*%ϓϥΠϜʢΤϯトϦーʷʣʯΞカ΢ϯトऔಘʹՃ͑ͯɺ
ಠཱߦ੓๏ਓ৘ใॲཧਪਐߏػʢ*1"ʣ͕࣮͢ࢪΔʮ4&$6R*5:�"$5*0/ʯͷએ
ඞཁʹͳΓ·͢ɻ͕ݴ

खॱᶃ

खॱᶄ
ਃ੥ϚΠϖʔジΛ開ઃ
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*5 ಋೖิॿۚ活༻の効果

˙104ϨジಋೖɺηルϑϨジಋೖの事例

費用に含まれている周辺機器
タッチパネルPC
バーコードリーダー
卓上スマホ (QRコード )リーダー 
タッチモニター、ディスプレイ等
レシートプリンター
自動釣銭機
ソフトウェア購入費
クラウド利用費（最大 2年分）
2年分購入サポート
設定・設置
導入サポート

Ձ֨ *5 ಋೖิॿۚ 実࣭ෛ୲

IT ツール 60 44 16

機器 14 7 7

合計 74 51 23

Ձ֨ *5 ಋೖิॿۚ 実࣭ෛ୲

IT ツール 60 44 16

機器 14 7 7

合計 74 51 23

˔104Ϩジ୺຤ܕ　අ༻事例

˔ηルϑϨジܕʢϑルηルϑʣ　අ༻事例
ʢ୯Ґɿສԁʣ

ʢ୯Ґɿສԁʣ

デジタル化ج൘ಋೖྨܕ

ιϑト΢ΣΞߪೖඅɾクϥ΢ドར༻ྉ
ʢ࠷େ 2೥෼ʣɾಋೖؔ࿈අ

���Ҏ಺ 2��Ҏ಺

ʙ��ສԁ ��ສԁ௒ʙ���ສԁ

1$ɾλϒレットɾϓϦϯλーɾεΩϟφー͓ΑͼͦΕΒͷෳ߹ثػɿ
ิॿ཰1�2 Ҏ಺ɺิॿ্1ֹݶ�ສԁ

レジɾ݊ചػ౳ɿิॿ཰1�2 Ҏ಺ɺิॿ্ֹݶ 2�ສԁ
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図－1：「IT導入補助金費用事例」
厚生労働省  医薬・生活衛生局生活衛生課  山口己智一  経営環境専門官  作成




*5 ಋೖิॿۚਃ੥のϙΠϯτ

˙生ੑ࢈向্のҙຯΛཧղ͢Δ

IT ツール活用で労働生産性を上げるためには、

労働生産性 ＝ 粗利 ÷ 総労働時間

①売上を上げる
ɹɹ̡ ച্�ーݪ�Ձʢܦඅ͸ؚ·ͳ͍ʣʹ�ૈརʳ

　②労働時間を短縮する
ɹɹ̡ Ϝμͳࣄ࢓Λͳ͘͢ɺಉ͡ۀ຿Λ୹࣌ؒͰ΍Δʳ

ɾϜμͳࣄ࢓ͱ͸ɺϛεʢൃޡ஫ɺෆྑ඼ͳͲʣʹΑΔमਖ਼ɺ
クレーϜॲཧͳͲ

ɾಉ͡ۀ຿Λ୹࣌ؒͰ΍Δͱ͸ɺ੥ٻॻɺೲ඼ॻɺձܭͳͲ
खۀ࡞ΛܰݮͳͲ
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図－2：「労働生産性：粗利と経費（原価・販管費）の整理」
厚生労働省  医薬・生活衛生局生活衛生課  山口己智一 経営環境専門官  作成




˙ച্の̑ͭのཁૉ
　�ᶃϦϐʔτɺᶄ঺հɺᶅॳΊͯɺᶆΦʔμʔ਺ɺᶇฏۉ୯Ձ

顧客数 × 単価

顧客数 ＝  新規 ＋ ①リピート

単価 ＝ ④オーダー数 × ⑤平均単価

新規 ＝ ②紹介（口コミ） ＋  ③本当に初めて

①リピートへ売上アップの５つのポイント
ɹᶃ࠶དྷళ཰Ξッϓ
ɹᶄ঺հɾޱコϛΞッϓ
ɹᶅॳΊͯೖళ཰Ξッϓ
ɹᶆߪೖ఺਺Ξッϓ
ɹᶇ平均୯ՁΞッϓ

޲٬؅ཧɺ঎඼։ൃɺ接٬ސ ʢ্٬ސ৘ใɺਓࡐҭ੒ʣ
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図－3：「売上構成と５つの要素」
厚生労働省  医薬・生活衛生局生活衛課  山口己智一  経営環境専門官 作成




˙ ΛͲੑ࢈ ߲໨Ͱ ্ͤ͞Δ΂͖͔ʁ
�ᶃ٬ސ਺ɺᶄฏۉ୯Ձɺᶅมಈඅɺᶆݻఆඅ

ਃ੥࣌ ʮ ಺༰ʯʮ ըʯͱܭ *5 πʔ ͕੔߹͍ͯ͠Δ͜ͱ͕ॏཁʂ

ച�্

ᶃ٬ސ਺
ʢདྷళ਺ʣ

ᶅมಈඅ

Ϧϐʔτ
৘ใൃ৴౳ɺ͚޲ఆ΍ৗ࿈ݶ٬؅ཧɺ༧໿؅ཧɺ4/4ɺސ͚ͨ޲ʹདྷళ࠶
ϑΝϯԽɺ౰ҙଈົɾྟػԠมͷ࢓૊Έɺ͓ಘҙ༷؅ཧɺ۷Γ͜͠ى ɺ஍
౔ີண౳ڷɾݩ

ൢ؅ɾܦඅ
ਫಓߴ೤ɺൢଅɺ
ফ໣඼ɺ௨৴අ౳ɹ

༩ɾγϑڅ ؅ཧɺϖーύ εԽɺάϧーϓ΢ΣΞ౳෦໳ԣஅͷ৘ใڞ
༗ɺࢪઃɾઃඋ؅ཧʢޫ೤අ౳͑ݟΔԽʣ౳ɹ˞αーϏεۀʢཧඒ༰ళ౳ʣ
Ͱ͸ਓ݅අ͸ܦඅͰ͸ͳ͘ɺͯ͠ݮ࡟΋ૈར͸্͠޲ͳ͍఺ʹ஫ҙ

ೖ਺ߪ ϝϯ ɺ εϝχϡ ɺςΠ Ξ΢ ɺ&$ɺη ൢചɺ߹Θͤങ͍ɺ
Ϊϑ ɺ঎඼ɾαーϏε։ൃɺࢧ෷͍ํ๏౳

ਓ݅අ ຿౳ͷۀɺ؅ཧݮ຿ෛ୲ܰۀ༗ɺޮ཰ԽʹΑΔڞ຿खॱۀ௚͠ɺݟ຿ۀ
֎஫ɺڅ༩ɾγϑ ؅ཧɺελ ϑੜ্޲ੑ࢈ɾҭ੒ ε ౳ݮ࡟

�අܦ

ᶄฏۉ୯Ձ

ᶆݻఆඅ

৽　ن ৘ใൃ৴ɺൢ ചଅਐɺ໨తདྷళԽɺҟۀछɾ஍Ҭ࿈ܞ౳ɺ஍࢈ଞফɺΠϕϯ ɾ
Ξϯέ ɾϞχλ ɺ঺հΩϟϯϖーϯɺʮө͑ʯఏڙ౳

Ձݪ ఔ޻ۀ࡞ೖ؅ཧɺൃ஫ස౓ɺ࢓ྉɾࡐݪՁ؅ཧγεςϜɺ඼࣭؅ཧɺݪ
ͷݟ௚͠ɺళ಄ͱݿࡏ৘ใ࿈ಈɺചΕےࢮے෼ੳ౳

ฏۉ୯Ձ ΰϧσΟϩ εޮՌɺϥΠϯφ ϓɺͩ͜ΘΓɾՁ஋ͷද現ɺैۀһͷ接
ۙɾձ࿩ɺ�101ɾαΠω ɺࢧ෷͍ํ๏౳

Ո௞ɺݮՁঈ
٫ɺϦʔε

*5π ϧͰղܾ͸೉͍͜͠ͱ͕ଟ͍

営
業
利
益

͜ͷਤΛͯͬ࢖νΣ
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図－4：「売上構成と経営課題の整合チェック一覧」
厚生労働省  医薬・生活衛生局生活衛課  山口己智一  経営環境専門官  作成
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ްੜ࿑ಇলҕୗۀࣄ
ྩ࿨ � ೥౓ɹੜ׆Ӵੜؔ܎ӦۀͷσジλϧԽਪਐʹ͚ͨ޲

Ϟσϧྫࣄͷ։ൃ࣮ٴࢪͼޮՌূݕ౳ۀࣄ

ੜ活Ӵੜؔ܎Ӧ͚޲ۀ
σδλϧԽਪਐのखҾ͖

ʻૅجฤʼ

発　ߦ
ްੜ࿑ಇলҩༀɾੜ׆Ӵੜہੜ׆Ӵੜ՝

؂　म
ްੜ࿑ಇলҩༀɾੜ׆Ӵੜہੜ׆Ӵੜ՝

ɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹܦӦڥ؀ઐ໳׭ɹݾ�ޱࢁஐҰ
ɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹࢦɹɹಋɹɹ܎ɹࠜຊ�୓࣮

ྗ　ڠ
ެӹஂࡒ๏ਓશࠃੜ׆ӴੜӦࢦۀಋηϯλー

ެӹஂࡒ๏ਓ౎ಓ෎ݝੜ׆ӴੜӦࢦۀಋηϯλー

࡞ըɾ੍ا
ॴڀݚ߹ձ૯ڠձࣾ೔ຊೳ཰ࣜג

ྩ࿨�೥ ߦൃ�݄�
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